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わ
た
し
た
ち
の
生
活
は
、
交
通
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
急
速
な
発
達
に
伴
い
、

経
済
や
私
的
な
旅
行
、
買
い
物
な
ど
の
全

般
に
わ
た
っ
て
国
際
化
が
進
展
し
て
い
ま

す
。
か
つ
て
は
国
レ
ベ
ル
で
の
取
り
組
み

で
あ
っ
た
国
際
交
流
が
、
近
年
は
地
方
公

共
団
体
や
民
間
団
体
、
さ
ら
に
は
地
域
や

個
人
レ
ベ
ル
で
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。

　

国
内
に
お
け
る
交
流
は
も
と
よ
り
外
国

と
の
交
流
を
広
く
進
め
る
こ
と
は
、
異
文

化
交
流
や
他
地
域
と
の
情
報
交
換
に
よ
り
、

自
分
た
ち
の
地
域
が
持
つ
特
性
や
魅
力
な

ど
を
再
認
識
で
き
る
と
と
も
に
、
そ
こ
で

得
た
情
報
な
ど
を
生
か
し
た
新
し
い
ま
ち

づ
く
り
が
可
能
と
な
り
、
地
域
の
活
性
化

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ま
た
、
国
際
交
流
が
進
展
し
、
地
域
住

民
が
直
接
国
際
交
流
活
動
を
行
う
こ
と
で
、

世
界
に
貢
献
す
る
と
い
う
意
識
が
、
世
界

平
和
へ
の
貢
献
に
も
つ
な
が
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

　

登
別
市
と
歴
史
や
文
化
な
ど
で
か
か
わ

り
の
あ
る
海
外
の
ま
ち
と
の
交
流
は
、
わ

た
し
た
ち
が
異
な
る
生
活
や
文
化
な
ど
を

学
び
、
国
際
理
解
や
国
際
感
覚
を
身
に
付

け
る
重
要
な
要
素
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
市

は
こ
れ
ま
で
平
成
９
年
５
月
に
デ
ン
マ
ー

ク
の
『
リ
ン
ゲ
市
』
・
『
ウ
ィ
ス
リ
ン
ゲ

市
』
と
『
友
好
の 
絆 
』
、
平
成　

年
５
月

き
ず
な

14

に
中
国
の
『 
広
州 
市
』
と
『
友
好
交
流
促

こ
う
し
ゅ
う

進
都
市
』
、
平
成　

年　

月
に
北
マ
リ
ア

18

11

ナ
連
邦
の
『
サ
イ
パ
ン
市
』
と
『
友
好
都

市
提
携
同
意
書
』
を
締
結
し
、
市
民
主
体

の
交
流
を
行
っ
て
き
た
ほ
か
、
市
も
さ
ま

ざ
ま
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

リ
ン
ゲ
市
と
ウ
ィ
ス
リ
ン
ゲ
市
は
、
今

年
１
月
に
近
隣
自
治
体
と
合
併
し
、
『
フ

ァ
ボ
ー
・
ミ
ッ
ド
フ
ュ
ン
市
』
と
な
り
ま

し
た
の
で
、
現
在
、
こ
の
新
市
と
『
友
好

の
絆
』
を
継
続
す
る
こ
と
で
調
整
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
登
別
市
は
豊
か
な
自
然
と
豊
富

な
湯
量
に
恵
ま
れ
た
国
内
有
数
の
温
泉
観

光
地
で
す
。
心
身
を
健
や
か
に
生
活
を
楽

し
み
、
明
日
へ
の
活
力
を
求
め
、
世
界
の

人
々
が
集
う
『
温
泉
郷
の
ぼ
り
べ
つ
』
を

目
指
し
て
、
『
国
際
観
光
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
都
市
』
を
昭
和　

年
に
宣
言
。
登
別

61

観
光
協
会
な
ど
と
誘
客
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
活
動
を
東
南
ア
ジ
ア
を
中
心
に
進
め
て

　

国
際
化
や
情
報
化
の
進
展
に
よ
り

生
活
・
経
済
圏
が
拡
大
し
、
人
々
は

自
分
の
住
ん
で
い
る
地
域
を
拠
点
と

し
な
が
ら
、
多
様
な
交
流
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

登
別
市
は
、
古
く
か
ら
温
泉
観
光

地
と
し
て
栄
え
、
国
内
・
外
を
問
わ

ず
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
の
中
か
ら
生
ま

れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
か
し
、
近
隣

自
治
体
と
連
携
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
ま
す
。 

　

今
月
号
は
、
『
国
際
観
光
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
都
市
』
を
宣
言
し
て
い

る
登
別
市
と
、
つ
な
が
り
の
あ
る
海

外
の
ま
ち
と
の
交
流
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。

������������������
�����������	�������	
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い
ま
す
。
そ
の
効
果
か
ら
、
外
国
人
観
光

客
は
年
々
増
加
を
た
ど
り
、
外
国
人
が
快

適
に
滞
在
し
や
す
い
国
際
観
光
都
市
を
目

指
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

市
は
、
生
徒
や
市
民
を
対
象
と
し
た
外

国
語
教
育
の
充
実
や
地
域
レ
ベ
ル
で
の
国

際
交
流
の
推
進
、
国
際
性
豊
か
な
人
材
の

育
成
を
目
的
に
、
語
学
指
導
な
ど
を
行
う

外
国
人
を
『
外
国
青
年
招
致
事
業
』
に
よ

り
配
置
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
こ
の
事
業
で
ア
メ
リ
カ
・
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
出
身
の
ア
ン
ド
リ
ュ
ー

ジ
ョ
ン
ソ
ン
さ
ん
が
、
平
成　

年
７
月
か

16

ら
訪
れ
、
中
学
校
で
の
英
語
指
導
や
市
民

を
対
象
と
し
た
英
会
話
教
室
な
ど
を
行
う

一
方
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
参
加
し
て

市
民
と
の
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
は
温
か
い
の
で
、
北
海
道
で

は
じ
め
て
雪
を
見
た
と
き
は
感
動
し
て
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
『
自
治
体
職
員
協
力
交
流
事
業

で
は
、
外
国
の
地
方
自
治
体
な
ど
の
職
員

を
『
協
力
交
流
研
修
員
』
と
し
て
市
で
受

け
入
れ
、
市
の
観
光
行
政
や
地
方
自
治
を

学
び
な
が
ら
、
市
の
国
際
交
流
事
業
な
ど

に
協
力
を
行
い
、
地
域
の
国
際
化
に
貢
献

し
て
い
ま
す
。
昨
年
６
月
に
は
、
中
国 
大 だい

 
連 
市
青
年
旅 
游 
協
会
で
日
本
を
担
当
し
、

れ
ん 

ゆ
う

観
光
客
の
誘
客
な
ど
を
行
っ
て
い
る
張
時

光
（
ジ
ャ
ン
・
シ
ー
グ
ァ
ン
）
さ
ん
が
訪

れ
半
年
間
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
登
別
市

を
訪
れ
「
登
別
温
泉
で
外
の
景
色
を
見
な

が
ら
の
入
浴
は
素
晴
ら
し
い
」
と
露
天
風

呂
に
感
動
し
て
い
ま
し
た
。

　

次
代
を
担
う
青
少
年
が
、
外
国
の
生
活

や
異
な
る
文
化
を
体
験
し
国
際
理
解
を
深

め
、
豊
か
な
人
間
性
を
養
う
こ
と
を
目
的

に
『
中
学
生
海
外
派
遣
事
業
』
を
行
っ
て

お
り
、
市
内
の
中
学
生
が
毎
年
デ
ン
マ
ー

ク
な
ど
を
訪
ね
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
『
外
国
青
年
招
致
事
業
』
や

『
自
治
体
職
員
協
力
交
流
事
業
』
で
登
別

市
を
訪
れ
た
外
国
人
な
ど
に
対
し
て
、
市

は
母
国
に
帰
っ
て
か
ら
登
別
の
Ｐ
Ｒ
を
行

っ
て
い
た
だ
く
『
鬼
大
使
』
に
任
命
し
て

い
ま
す
。

市
の
取
り
組
み

▲現在も市内の中学校で英語の指導を
　行うアメリカのアンドリュー・ジョ
　ンソンさん（外国青年招致事業）

▲昨年、自治体職員協力交流事業で中
　国大連市から訪れ、小学生と交流す
　る張時光（ジャン・シーグァン）さん

▲登別・リンゲ・ウィスリンゲの市長が、平成９年５
　月１３日『友好の絆』に調印し、市民レベルの交流の
　支援を誓う

▲登別市長と広州市長が、平成１４年５月１９日『友好交
　流促進都市』に調印し、相互の観光振興と日中親善
　を誓う

▲登別市長とサイパン市長が、昨年１１月２０日『友好都
　市提携同意書』に調印し、子どもたちや市民の交流
　を誓う

』 ・
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平
成
２
年
７
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
登
別

マ
リ
ン
パ
ー
ク
ニ
ク
ス
の
ニ
ク
ス
城
は
、

リ
ン
ゲ
市
近
郊
に
あ
る
『
イ
ー
エ
ス
コ
ウ

城
』
を
モ
デ
ル
に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
マ
リ
ン
パ
ー
ク
の
オ
ー
プ
ン
に
合

わ
せ
て
、
リ
ン
ゲ
市
に
あ
る
ミ
ッ
ド
フ
ュ

ン
ズ
高
校
の
合
唱
団　

人
が
登
別
市
を
訪

52

れ
、
市
民
会
館
で
も
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
う

な
ど
、
全
員
が
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
な
が

ら
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
交
流
を
き
っ
か
け
に
相
互
の
訪
問

が
始
ま
り
、
平
成
９
年
５
月
に
リ
ン
ゲ
市
、

ウ
ィ
ス
リ
ン
ゲ
市
と
『
友
好
の
絆
』
を
締

結
し
ま
し
た
。

　

デ
ン
マ
ー
ク
の
国
名
は
、
デ
ン
マ
ー
ク

王
国
で
、
通
称
名
が
デ
ン
マ
ー
ク
と
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。
ユ
ト
ラ
ン
ド
半
島
と　

の
443

島
で
構
成
さ
れ
、
そ
の
う
ち
の　

の
島
に

76

人
が
住
み
、
人
口
は
約　

万
人
を
数
え
、

540

首
都
は
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
で
す
。
国
土
は

高
い
と
こ
ろ
で
も
海
抜　
 
㍍ 
で
お
お
む
ね

173

平
坦
。
気
候
は
北
大
西
洋
海
流
の
影
響
で
、

温
暖
な
冬
と
涼
し
い
夏
で
と
て
も
穏
や
か

で
す
。

　

リ
ン
ゲ
市
と
ウ
ィ
ス
リ
ン
ゲ
市
は
、
デ

ン
マ
ー
ク
・
フ
ュ
ン
島
（
面
積
２
千　

平
984

方
㌔
㍍
）
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
今
年

１
月
に
近
隣
の
自
治
体
と
合
併
し
、
フ
ァ

ボ
ー
・
ミ
ッ
ド
フ
ュ
ン
市
と
な
り
、
人
口

は
約
５
万
人
に
な
り
ま
し
た
。

　

登
別
観
光
協
会
が
、
平
成　

年
３
月
に

11

中
国 
広
東 
省
広
州
市
で
行
わ
れ
た
『
国
際

か
ん
と
ん

旅
游
展
』
に
参
加
し
、
登
別
温
泉
の
Ｐ
Ｒ

活
動
を
行
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
相

互
の
訪
問
団
の
行
き
来
が
始
ま
り
ま
し
た
。

相
互
の
観
光
振
興
と
日
中
親
善
の
促
進
を

目
指
し
て
、
平
成　

年
５
月
に
市
長
を
団

14

長
と
す
る
訪
問
団
が
広
州
市
を
訪
れ
、

『
友
好
交
流
促
進
都
市
』
の
盟
約
調
印
を

行
い
ま
し
た
。

　

広
州
市
は
、
中
国
大
陸
の
南
部
に
位
置

す
る
広
東
省
に
あ
り
、
中
国
で
は 
北  
京 
、

ぺ 

き
ん

 
上
海 
に
次
ぐ
３
番
目
に
大
き
な
ま
ち
で
、

し
ゃ
ん
は
い

広
東
省
を
含
む 
華  
南 
地
区
の
中
心
地
で
す
。

か 

な
ん

大
き
な
川
が
南
シ
ナ
海
に
注
ぐ
港
湾
都
市

で
、
面
積
は
７
千　

平
方 
㌔ 
㍍
、
人
口
は

434

約　

万
人
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
流
動
人

720
口
が
多
く
実
質
の
常
住
人
口
は
１
千
万
人

と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
 
秦 
の 
始  
皇  
帝 
時
代
か
ら
２
千
年
を
超
え

し
ん 

し 

こ
う 
て
い

る
歴
史
を
持
つ
広
州
は
、 
南  
越  
王  
墓 
や 
光 

な
ん 
え
つ 
お
う 

ぼ 

こ
う

 
孝  
寺 
、 
鎮  
海  
楼 
な
ど
が
あ
り
、
中
国
の
歴

こ
う 

じ 

ち
ん 
か
い 
ろ
う

史
や
文
化
の
観
光
名
所
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

大
正
３
年
か
ら
昭
和　

年
ま
で
日
本
の

19

統
治
下
に
あ
っ
た
サ
イ
パ
ン
で
、
登
別
グ

ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
の
創
業
者
で
あ
っ
た
故 
栗 くり

 
林
徳
一 
さ
ん
が
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
を
栽
培
し

ば
や
し
と
く
い
ち

て
精
糖
業
を
行
う
南
洋
興
発
株
式
会
社
を

起
こ
し
た
こ
と
や
サ
イ
パ
ン
の
平
和
記
念

公
園
に
、
日
本
の
遺
族
や
栗
林
グ
ル
ー
プ

か
ら
の
寄
付
に
よ
り
、
日
本
軍
兵
士
や
ア

メ
リ
カ
軍
兵
士
、
島
民
の
戦
争
犠
牲
者
の

霊
を
慰
め
る
た
め
に
、
昭
和　

年
『
マ
リ

47

ア
観
音
像
』
を
建
立
し
た
こ
と
か
ら
、
サ

イ
パ
ン
市
長
が
登
別
市
と
の
交
流
を
強
く

望
み
、
平
成　

年　

月
に
登
別
市
内
の
関

18

11

係
団
体
か
ら
ツ
ア
ー
を
募
り
、　

人
の
訪

30

問
団
で
サ
イ
パ
ン
市
を
訪
問
し
、
『
友
好

都
市
提
携
同
意
書
』
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

北
マ
リ
ア
ナ
連
邦
の
サ
イ
パ
ン
島
に
あ

る
サ
イ
パ
ン
市
は
、
熱
帯
性
海
洋
気
候
で

年
間
平
均
気
温
は　

度
。
気
温
や
湿
度
の

27

変
化
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
１
年
中
海
に
入

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
サ
イ
パ
ン
島
の
人

口
は
５
万
８
千
人
、
面
積
は　

平
方
㌔
㍍

122

で
登
別
市
の
行
政
区
域
の
面
積　

・　

平

212

11

方 
㌔
㍍ 
よ
り
も
小
さ
く
南
北
に
長
い
形
を

し
て
い
て
、
周
り
は
サ
ン
ゴ
礁
に
囲
ま
れ

て
い
ま
す
。
７
月
か
ら　

月
が
雨
季
に
あ

11

た
り
、
南
の
島
特
有
の
ス
コ
ー
ル
が
降
り

ま
す
。
第
一
次
世
界
大
戦
後
、
戦
勝
国
と

な
っ
た
日
本
の
統
治
と
な
り
ま
し
た
が
、

第
二
次
世
界
大
戦
で
ア
メ
リ
カ
の
国
連
委

任
統
治
を
経
て
、
１
９
８
１
年
、
ロ
タ
島
、

テ
ニ
ア
ン
島
を
含
む
北
マ
リ
ア
ナ
連
邦
と

な
り
、
現
在
は
ア
メ
リ
カ
自
治
領
と
な
っ

て
い
ま
す
。

デ
ン
マ
ー
ク
の
リ
ン
ゲ
市
と
ウ

ィ
ス
リ
ン
ゲ
市
と
の
友
好
の
絆

デ
ン
マ
ー
ク
っ
て
ど
ん
な
と
こ
ろ

中
国
の
広
州
市
と
の

友
好
交
流
促
進
都
市

広
州
市
っ
て
ど
ん
な
と
こ
ろ

サ
イ
パ
ン
市
と
の
友

好
都
市
提
携
同
意
書

サ
イ
パ
ン
市
っ
て
ど
ん
な
と
こ
ろ

コペンハーゲン
（首都）

ユトランド半島

�

ローラン島
ムーン島

フェルスター島

シェラン島
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▲平成１７年に登別デンマーク協会の研修事
　業で訪れ、ピアノ演奏で聴衆を魅了した
　デンマークのコーア・リネビアーさん

▲平成１７年に自治体職員協力交流事業で訪
　れ、日本の伝統文化、華道に挑戦した中
　国 天  津 市の白汝南（バイ・ルーナン）さ

てん しん

　ん

▲平成１６年７月に外国青年招致事業を終え
　てアメリカに帰国するジョーダン・グリ
　ーンさんに鬼大使を委嘱

▲昨年、登別デンマーク協会の研修事業で
　訪れ、市民と交流を深めたデンマークの
　マチルデ・ラスムッセンさん

▲平成１６年、市内の幼稚園で子どもたちと
　交流するデンマークのアネ・ノービーさ
　ん

市で取り組んでいる国際交流事業

国際交流に取り組んでいる市内の団体

事　　　業　　　内　　　容事　業　名

　（財）自治体国際化協会があっせんする『語学指導等を行う外国青年招致事業』を登別市が
受けて、児童・生徒の外国語指導や国際交流事業に携わり、さまざまな形で交流を深めて
います。平成２年度から事業が始まり、これまで８人の英語指導助手が登別市を訪れてい
ます。

外国青年招致事業

　総務省が行う『自治体職員協力交流事業』の協力交流研修員を、平成９年度から毎年受
け入れ、市の観光や文化などを学びながら、登別地獄まつりなどのイベントに協力してい
ます。これまで中国や韓国、デンマークなどから９人の外国人が登別市を訪れています。 
※平成１５年度は中国からの受け入れを予定していましたが、中国におけるＳＡＲＳ（サー
　ズ）の流行により中止となりました。

自 治 体 職 員
協 力 交 流 事 業

　平成４年度から事業が始まり、これまで９６人の中学生がデンマークやイギリス、オラン
ダなどを訪ね、ホームステイをしながら外国の生活や文化などを学んでいます。中学生海外派遣事業

登別デンマーク協会のぼりべつ国際交流会登別日本中国友好協会団　体　名
平成８年６月２１日昭和６０年４月２６日昭和４８年６月設立年月日

　登別市とファボー・ミッドフ
ュン市をはじめとするデンマー
クの人々との友好関係を築くた
め、日本とデンマークの文化に
対する知識と理解を広めるとと
もに、相互の交流を促進します。

　国際協力・思想の高揚を図る
とともに、外国から来道する青
年などを受け入れ交流を図りま
す。 
　また、会員相互の交流を深め、
地域の発展に寄与します。

　日本と中国の友好促進を図り
ます。

目　　的

・ニュースレターの発行 
・デンマーク研修生受入事業 
・デンマークの夕べ
・さわらび合唱団受入事業 
・文化交流事業 
・デンマーク講座 
・デンマーク料理教室 
・英会話教室の開催など

・在日留学生受入事業 
・難民衣料送付事業 
・中国語講座の開催など

・中国人留学生との交流事業 
・中国語講座の開催 

・中国人 殉難列士 慰霊祭への参加 
じゅんなんれっし

・訪中による中国人との交流 
・中国事情の紹介 
・日中学術、文化、体育、産業
　経済、観光などの交流促進な
　ど

活動内容
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市・道民税が
大きく変わります
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　市町村や都道府県などの地方公共団体は、住民税（市・道民税）や固定資産税などの市税のほか、国からの補
助金や地方交付税などを主な財源として行政サービスを行っています。
　しかし、国からの補助金にはさまざまな制限があり、その使い道は必ずしも地域の実情に合ったものとはいえ

納税者 納税者 
納
税 

納
税 

納
税 

納
税 

住民税 

地方 

所得税 

国 

住民税 

地方 

所得税 

国 

税源移譲前 税源移譲後 

税源移譲 税源移譲 

＝ 

�������	
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　国から地方への税源移譲により市税の収入は増えますが、国や道からの補助金が削減されるため、市の実質的
な収入増にはなりません。

４段階 ６段階 
所
得
税
の
税
率 

１０％ 
２０％ 

３０％ 
３７％ 

５％ １０％ 
２０％ 

２３％ 
３３％ 

４０％ 

１，０００円　３３０万円　９００万円　１，８００万円 １，０００円　１９５万円　３３０万円　６９５万円　９００万円　１，８００万円 

税 源 移 譲 後  税 源 移 譲 前  

（課税標準額） （課税標準額） 

１０％ 

５％ 
１０％ １３％ （市民税６％、道民税４％） 

３段階 
市
・
道
民
税 

所
得
割
の
税
率 

（課税標準額） 

税 源 移 譲 後  税 源 移 譲 前  

１，０００円　２００万円　７００万円（課税標準額） １，０００円 

※課税標準額…収入金額から所得控除・扶養控除・社会保険料控除などを差し引いた金額。

�������
　市・道民税の所得割の税率は、これまで課税標準額（※）に応じて３段階に分かれていましたが、税源移譲に
より一律10％に変わります。
　また、所得税の税率は４段階から６段階に変わりました。

ませんでした。
　そこで、国からの補助金を減らし、補助金
の財源である所得税（国税）の一部を、住民
税（地方税）に振り替え、地方公共団体の収
入としました。
　これを『税源移譲』といいます。
　この税源移譲は、地方公共団体が自ら財源
の確保を行い、自らの創意工夫で地域の実情
に合った行政サービスを提供することを目的
としています。

税源移譲のイメージ
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　サラリーマンなどの給与所得者の方で、市・道民税が特別徴収（給与天引き）されている方は、平成19年６月
に支給される給与から市・道民税が増えます。
　なお、所得税が源泉徴収（給与天引き）されている方は、平成19年１月に支給された給与から所得税がすでに
減っています。

�������	�
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※計算例の税額はあくまで一例です。実際の税額は家族構成や控除額などにより異なります。
※改正前の市・道民税と所得税の合計に比べて改正後の合計が増えているのは、定率減税が廃止されたこと
　によるものです。
※一定の社会保険料が控除されているものとして計算しています。
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●単身者の場合

負担増額合　　計所　得　税市・道民税収　入　金　額

 9,000円
93,500円57,600円35,900円改正前

200万円
102,500円32,000円70,500円改正後

17,300円
175,200円111,600円63,600円改正前

300万円
192,500円62,000円130,500円改正後

38,100円
386,900円232,200円154,700円改正前

500万円
425,000円160,500円264,500円改正後

●夫婦＋子ども２人の場合

負担増額合　　計所　得　税市・道民税収　入　金　額

  700円
12,300円0円12,300円改正前

300万円
13,000円0円13,000円改正後

17,600円
181,400円107,100円74,300円改正前

500万円
199,000円59,500円139,500円改正後

41,000円
422,000円236,700円185,300円改正前

700万円
463,000円165,500円297,500円改正後

※子どものうち１人が特定扶養親族（16～22歳）に該当するものとして計算しています。

�������	

　市・道民税の最低税率が５％から10％に引き上げられることにより、ほとんどの方は市・道民税の負担額が増
えますが、所得税の負担額が減るため、税源移譲による所得税と市・道民税を合わせた税負担は基本的には変わ
りません。
　ただし、平成19年度から定率減税（市・道民税は所得割額の7.5％相当額、所得税は税額の10％相当額を控
除）が廃止されるため、その分の税負担は増えることになります。

給与所得者の方

問い合わせ　税務グループ（�○８５ １１５５）
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　４月９日�、片倉町の北海道登別明日中等教育学校
で開校式と入学式が行われました。
　同校は、北海道で初の一体型中高一貫校で、中学校
に当たる前期課程３年間と高等学校に当たる後期課程
３年間が一つとなり、６年間の一貫した教育を行う学
校で、地域や北海道の良さを学ぶ選択科目の開設や英
語以外の教科を英語で行うイマージョンプログラムの
導入など、特色ある教育活動を行うこととしています。
　開校式では、北海道教育委員会の 橋  場  昇 委員長が、

はし ば のぼる

「本校の輝かしい伝統と校風をつくり上げていただき
たいと心から期待します」と式辞を述べました。
　引き続き行われた入学式では、入学を許可された前
期課程80人、後期課程81人の名前が一人ひとり呼ばれ
たほか、 大  山  節  夫 校長が「本校のキャッチフレーズ

おお やま のり お

『愛溢れる北の大地で、夢持つ人を育む』のとおり、

築いていきます。日々高い向上心を持っ
て学校生活を大切に送ります」と宣誓し
ました。
　また、校歌『 明  日 の空に』は、札幌出

あけ び

身のシンガー・ソングライター 大  黒  摩  季 
おお ぐろ ま き

さんが作詞作曲を手掛けたもので、校歌
の披露では大黒さん本人が登場し、「こ
のふるさとから離れたとき、愛とか夢と
か、これから皆さんが過ごされる思い出
が必ず背中を押すでしょう。たくさんの
思いを込めてつくりました」とあいさつ。
校歌を熱唱し、生徒たちの入学を祝福し
ました。

～登別温泉児童室開設～

北の大地をしっかりと踏みしめ、友人たちと輝く未来に向けて努力できるよう全力でサポートします」と述
べ、新入生を代表して 西  仁  志 君（前期課程）と 山  崎  友  子 さん（後期課程）が「 明  日 にしかない新しい伝統を

にし ひと し やま ざき とも こ あけ び

�������	
��
　４月２日�、登別温泉公民館内に登別温泉児童室を開
設しました。
　この児童室は、平成19年度から登別温泉小学校と登別
小学校の校区が一体化され、平成18年度をもって登別温
泉小学校が閉校されたことに伴い、子どもたちの放課後
の居場所づくりのために開設しました。
　オープン初日は、14人の子どもたちが塗り絵や工作、
バドミントンなどをして楽しそうに遊んでいました。
　児童室は、児童厚生員が常駐しており、本を読んだり
塗り絵などをしたりする部屋と一輪車やバドミントンな
どのスポーツができるホールに分かれていて、18歳以下
の児童であれば、月～土曜日（祝日を除く）の９時から
17時まで無料で利用できます。

▲登別明日中等教育学校

～北海道登別 明  日 中等教育学校開校式・入学式・入学式～～
あけ び
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～健康保養型観光セミナー～

　４月３日�、登別漁港で『登別漁港衛生管理型施設
竣工式』が行われ、水産物荷さばき施設・鮮度保持施
設、屋根付き岸壁の完成を祝いました。
　水産物荷さばき施設・鮮度保持施設は、いぶり中央
漁業協同組合が水産業振興構造改善事業として整備を
進めてきたもので、清潔を保持しやすい床材を使用し

～新入学児童に対する
　　交通安全啓発運動～

　３月30日�、市民会館大会議室で『健康保養型観光セ
ミナー』（登別市産業クラスター形成協議会主催）が開
かれ、産業クラスター協議会会員や市内観光関連事業者、
医療関係者など約40人が出席しました。
　このセミナーは、登別の温泉をはじめとする豊富な自
然資源や人材資源を活用した健康保養型観光の事業化、
健康ツーリズム（心身の健康づくりを主とした滞在型旅
行）の受け入れづくりを目的に開かれました。
　『健康保養型観光地としての登別の現状と将来につい
て』をテーマに講演した 阿  岸  佑  幸 さん（北海道大学名誉

あ ぎし ゆう こう

教授・医学博士）は、「登別は海や温泉、森林などがあ
り、健康保養地として素晴らしいものを持っています。
温泉を入浴だけでなく、さまざまなことに活用すべきで
す」とアドバイスしていました。

　４月６日�、富岸小学校で『新入学児童に対する交通
安全啓発運動』が行われました。
　この運動は、新１年生が交通事故に遭わないよう交通
安全の啓発をすることを目的に行われているもので、各
小学校持ち回りで毎年開催されています。
　今年の会場となった富岸小学校の玄関前では、市や室
蘭警察署、登別市交通安全協会などから約70人が啓発運
動に参加。９時過ぎから真新しいランドセルを背負った
新１年生85人が保護者と一緒に登校すると、参加者は記
念品などが入った封筒を手渡し、「入学おめでとう。車
に気を付けて」と呼び掛けていました。
　今年度、市内各小学校の新１年生は合わせて407人
（昨年度は415人）でした。
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たほか、車輌進入防止の段差設置、収容量20㌧ の冷蔵設備、自
動製氷貯氷設備などを整備しました。
　屋根付き岸壁は、北海道開発局が直轄特定漁港漁場整備事業
として整備を進めてきたもので、屋根の下での漁獲物の陸揚げ
ができることから、雨や鳥のふんなどの異物混入を防ぐことが
可能になりました。
　この両施設の整備を一体的に進めたことで、水産物の陸揚げ
から出荷までの一貫した衛生管理が実現します。
　竣工式では、いぶり中央漁業協同組合の 米  田  一  雄 組合長が

よね た かず お

「消費者のニーズに応える安心安全な水産物を届けるために努
力します」と述べていました。

▲屋根付き岸壁

～登別漁港衛生管理型施設 竣工 式～
しゅんこう
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月
ほ
ど
で
給
付

の
要
否
が
決
定
さ
れ
ま
す
。

　

給
付
が
決
定
し
ま
し
た
ら
、
市
が
決

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

Group

ち
の
憧
れ
で
あ
る
北
海
自
衛
太
鼓
で
活

躍
し
て
い
る
ん
で
す
よ
。
今
は
少
な
い

会
員
で
活
動
し
て
い
ま
す
の
で
、
た
く

さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
に
、
わ
た
し
た
ち

と
一
緒
に
和
太
鼓
を
楽
し
ん
で
も
ら
い

た
い
で
す
ね
」
と
飛
松
さ
ん
は
入
会
を

呼
び
掛
け
て
い
ま
し
た
。

　

小
学
３
年
生
か
ら
入
会
し
て
い
る 
五 い

 
十  
嵐  
悠  
斗 
く
ん
（
小
学
５
年
生
）
は
、

が 

ら
し 
ゆ
う 

と

「
太
鼓
演
奏
を
イ
ベ
ン
ト
で
見
か
け
て

か
っ
こ
い
い
な
と
思
い
、
太
鼓
を
始
め

ま
し
た
。
太
鼓
が
と
て
も
楽
し
い
の
で
、

練
習
が
つ
ら
い
と
思
っ
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
新
し
い
曲
を
覚
え
た
と
き
が

う
れ
し
い
で
す
。
た
く
さ
ん
の
曲
を
覚

え
て
も
っ
と
上
手
に
な
り
た
い
で
す
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

入
会
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
務
局

遠
藤
さ
ん
（
�
○８６
 

４
６
９
５
）
ま
で
ど

う
ぞ
。

　

『
登
別
太
鼓 
夢  
童 
』
は
、
『
登
別
太

む 

ど
う

鼓
』
の
高
校
生
以
下
の
会
員
で
構
成
さ

れ
て
お
り
、
現
在
、
会
員
は
小
学
２
年

生
か
ら
高
校
３
年
生
ま
で
の　

人
。
毎

１０

週
月
・
木
曜
日
、　

時　

分
か
ら　

時

18

30

20

　

分
ま
で
青
葉
小
学
校
体
育
館
で
練
習

30に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

「
わ
た
し
た
ち
の
団
体
は
、
平
成
８

年
、
北
海
自
衛
太
鼓
が
室
蘭
白
鳥
大
橋

開
通
イ
ベ
ン
ト
『
千
人
太
鼓
』
に
挑
戦

す
る
た
め
に
市
民
へ
参
加
を
呼
び
掛
け
、

結
成
さ
れ
た
『
登
別
太
鼓
同
好
会
』
が

前
身
な
ん
で
す
よ
」
と
結
成
の
い
き
さ

つ
を
話
す
の
は
代
表
の 
飛  
松  
一  
郎 
さ
ん
。

と
び 
ま
つ 
い
ち 
ろ
う

　

「
夢
童
は
、
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育

成
や
ま
ち
の
活
性
化
を
目
的
に
活
動
し

て
お
り
、
市
内
の
イ
ベ
ン
ト
や
福
祉
施

設
な
ど
で
演
奏
を
披
露
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
は
、
何
事
も
一
致
団
結
し

て
お
り
、
会
の
雰
囲
気
は
い
い
で
す
ね
。

夢
童
を
卒
業
し
た
２
人
が
、
子
ど
も
た

みんなで太鼓を楽しみな
がら、和太鼓文化を普及
させたい

登別太鼓夢童

定
通
知
書
と
補
装
具
費
給
付
券
を
郵
送

し
ま
す
の
で
、
届
い
た
給
付
券
を
補
聴

器
取
り
扱
い
業
者
に
渡
し
、
記
載
さ
れ

て
い
る
自
己
負
担
額
を
支
払
う
こ
と
で
、

品
物
が
引
き
渡
さ
れ
ま
す
。

◎
自
己
負
担
額

　

原
則
、
総
額
の
１
割
が
自
己
負
担
額

と
な
り
、
残
り
の
９
割
が
公
費
負
担

（
助
成
）
額
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
負
担
が
増
え
過
ぎ
な
い
よ

う
、
所
得
に
応
じ
て
自
己
負
担
額
の
上

限
額
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
生
活
保
護
受
給
世
帯
の
方
は

自
己
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◎
主
な
補
聴
器
の
種
類

・
箱
形
…
小
型
の
本
体
を
ポ
ケ
ッ
ト
な

　

ど
に
入
れ
て
使
う
も
の
で
、
イ
ヤ
ホ

　

ン
が
コ
ー
ド
に
よ
っ
て
本
体
と
接
続

　

し
て
い
る
。

・
耳
掛
型
…
小
さ
な
バ
ナ
ナ
の
よ
う
な

　

形
を
し
て
お
り
、
耳
の
後
ろ
に
掛
け

　

て
使
う
も
の
。

※
ほ
か
に
も
、
挿
耳
形
（
耳
あ
な
型
）
、

　

眼
鏡
型
な
ど
の
種
類
が
あ
り
ま
す
。

・



����

　

筋
力
向
上
や
脳
の
活
性
化
を
図
る
『
か

ろ
や
か
体
操
』
の
指
導
者
を
養
成
し
ま
す
。

　

町
内
会
や
老
人
ク
ラ
ブ
で
の
指
導
の
ほ

か
、
市
の
介
護
予
防
事
業
に
ご
協
力
い
た

だ
け
る
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時　

５
月　

日
�
か
ら
６
月　

日
�

30

20

　

ま
で
の
毎
週
水
曜
日
（
全
４
日
間
コ
ー

　

ス
）　

時
〜　

時

10

12

▼
場
所　

市
民
会
館
中
ホ
ー
ル

▼
対
象　

市
内
に
居
住
す
る　

歳
以
上
で

18

　

軽
い
運
動
が
で
き
る
方

▼
内
容　

介
護
予
防
に
関
す
る
講
義
、
か

　

ろ
や
か
体
操
な
ど

▼
定
員　
　

人
（
申
込
順
）

50

▼
参
加
料　

無
料

▼
持
ち
物　

動
き
や
す
い
服
装
と
靴
、
タ

　

オ
ル
、
飲
み
物

▼
申
し
込
み　

５
月
７
日
�
〜　

日
�
に

11

　

電
話
で
高
齢
・
介
護
Ｇ
（
�
○８５
 

５
７
２

　

０
）

▼
日
時　

５
月　

日
�　
　

時
〜　

時

１６

10

12

▼
場
所　

婦
人
セ
ン
タ
ー

▼
対
象　

市
内
に
居
住
す
る　

歳
以
上
で

65

　

軽
い
運
動
が
で
き
る
方

▼
内
容　

簡
単
な
体
操
、
体
力
測
定

▼
定
員　
　

人
（
申
込
順
）

30

▼
参
加
料　

無
料

▼
持
ち
物　

動
き
や
す
い
服
装
と
靴
、
タ

　

オ
ル
、
飲
み
物

▼
申
し
込
み　

５
月
７
日
�
〜　

日
�
に

11

�������

●１１ 　ご存じですか
　　軽自動車税の減免制度

●１２ 　３歳未満児の児童手当額が
　　一律１万円になりました

●１４ 　ご存じですか
　　国民年金学生納付特例制度

●１４ 　狂犬病予防注射を行います

●１６ 　子育て支援センターからの
　　お知らせ

●２３ 　公共下水道を利用できる
　　区域が広がりました

●２４ 　春のふぉれすと鉱山に遊びに
　　来ませんか

�������

●１２ 　健康相談・診査

●１３ 　５月の歯科救急医療

●１３ 　６月の集団予防接種

●１５ 　６月の粗大ごみ収集

●１７ 　無料法律相談・くらしの無料相談

●２１ 　５月の市立図書館行事

●２５ 　今月の新着図書

●２５ 　不良品ダイヤル市

　

電
話
で
高
齢
・
介
護
Ｇ
（
�
○８５
 

５
７
２

　

０
）

　

心
身
に
障
が
い
の
あ
る
方
の
た
め
に
使

用
す
る
軽
自
動
車
で
、
一
定
の
要
件
に
当

て
は
ま
る
場
合
、
申
請
に
よ
り
軽
自
動
車

税
の
減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

税
務
Ｇ

　
　
　
　
　
　
　
　

（
�
○８５
 

１
１
５
５
）

　

ご
自
分
で
で
き
る
住
宅
の
耐
震
診
断
問

診
表
（
国
土
交
通
省
監
修
）
を
配
布
し
て

い
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
が
地
震
に

弱
い
の
か
調
べ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

市
役
所
本
庁
舎
１
階
ロ
ビ
ー
、
各
支
所

に
備
え
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
ご
自
由
に

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

建
築
住
宅
Ｇ

　
　
　
　
　
　
　
　

（
�
○８５
 

４
３
９
９
）

　軽自動車税、固定資産税・都市計画税
（第１期）の納期限は５月31日�です。
　納税通知書は、５月10日�に各家庭に郵
送する予定です。
　納入には、便利な口座振替制度もありま
すので、ご利用ください。

▼問い合わせ　税務Ｇ（�○８５ １１５５）

忘れずに納めましょう
～納期限は５月３１日（木）です～

『
▼
申
し
込
み
』

『
▼
問
い
合
わ
せ
』
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

�������

6月
土金木水火月日
21
9876543
１６１５１４１３１２１１１０
２３２２２１２０１９１８１７
３０２９２０２７２６２５２４

5月
土金木水火月日
54321
１２１１１０9876
１９１８１７１６１５１４１３
２６２５２４２３２２２１２０

３１３０２９２８２７

『
か
ろ
や
か
体
操
』
指
導
者
養
成

教
室
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

簡
単
・
楽
し
い
体
操
教
室
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

ご
存
じ
で
す
か

軽
自
動
車
税
の
減
免
制
度

あ
な
た
の
住
宅
を
診
断
し
て

み
ま
せ
ん
か



���

　

平
成　

年
度
に
実
施
す
る
水
道
水
の
水

１９

質
基
準
に
基
づ
く
水
質
検
査
の
項
目
、
頻

度
な
ど
を
内
容
と
し
た
水
質
検
査
計
画
を

作
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
は
水
道
グ
ル
ー
プ
で
閲
覧
で

き
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し

て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

水
道
Ｇ
（
�
○８５
 

５
５
１

　

０
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
生
ま
れ
、
健

や
か
に
育
つ
こ
と
の
で
き
る
社
会
を
つ
く

る
た
め
、
市
で
は
（
５
・　

・
２
月
）
を

10

『
子
育
て
啓
発
週
間
』
と
定
め
て
い
ま
す
。

　

５
月
の
子
育
て
啓
発
週
間
は
、
お
父
さ

ん
と
子
ど
も
と
の
触
れ
合
い
を
テ
ー
マ
に

し
ま
し
た
。
一
緒
に
散
歩
し
た
り
、
公
園

で
体
を
動
か
し
た
り
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◎
子
育
て
啓
発
週
間
中
の
事
業

・ 
こ
い
の
ぼ
り
マ
ラ
ソ
ン
大
会
（
５
月
５

　

日
�
）

・
移
動
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
開
設

　

（
５
月　

日
�
）

１６

『
▼
申
し
込
み
』

『
▼
問
い
合
わ
せ
』
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

情報あらかると

▼
月
日　

６
月　

日
�
（
時
間
は
、
対
象

２７

　

と
な
る
家
庭
に
通
知
し
ま
す
）

▼
場
所　

し
ん
た　
２１

▼
内
容　

身
体
計
測
、
栄
養
相
談
、
育
児

　

相
談
、
遊
び
の
紹
介

▼
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
バ
ス
タ
オ

　

ル
、
替
え
オ
ム
ツ

▼
月
日　

６
月　

日
�

２７

▼
受
付
時
間　
　

時
〜　

時　

分

10

10

15

▼
場
所　

し
ん
た　
２１

▼
対
象　

育
児
相
談
を
希
望
す
る
方

▼
内
容　

発
育
・
発
達
・
育
児
な
ど
の
相

　

談
、
栄
養
相
談

▼
申
し
込
み　

事
前
に
電
話
で
お
申
し
込

　

み
く
だ
さ
い

 
▼
月
日　

６
月　

日
�
（
時
間
は
、
対
象

２１

　

と
な
る
家
庭
に
通
知
し
ま
す
）

▼
場
所　

し
ん
た　
２１

▼
対
象　

平
成　

年
１
月　

日
〜
平
成　

19

16

19

　

年
２
月　

日
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん

15

▼
内
容　

診
察
、
身
体
計
測
、
栄
養
相
談
、

　

育
児
相
談

▼
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
バ
ス
タ
オ

　

ル
、
替
え
オ
ム
ツ

▼
月
日　

６
月　

日
�
（
時
間
は
、
対
象

１３

　

と
な
る
家
庭
に
通
知
し
ま
す
）

▼
場
所　

し
ん
た　
２１

▼
対
象　

平
成　

年　

月
生
ま
れ
の
お
子

17

11

　

さ
ん

▼
内
容　

診
察
、
歯
科
検
診
、
身
体
計
測
、

　

栄
養
相
談
、
歯
科
相
談
、
育
児
相
談
、

　

フ
ッ
素
塗
布
（
希
望
者　

円
）

８００

▼
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
お
子
さ
ん

　

の
歯
ブ
ラ
シ

▼
月
日　

６
月
７
日
�
（
時
間
は
、
対
象

　

と
な
る
家
庭
に
通
知
し
ま
す
）

▼
場
所　

し
ん
た　
２１

▼
対
象　

平
成　

年
５
月
生
ま
れ
の
お
子

16

　

さ
ん

▼
内
容　

診
察
、
歯
科
検
診
、
尿
検
査
、

　

身
体
計
測
、
栄
養
相
談
、
歯
科
相
談
、

　

育
児
相
談

▼
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳

◎
８
カ
月
児
健
康
相
談

受付時間対　　象クラス

１０：１５～

１０：３０

平成１８年１０月生
まれで第２子目
以降のお子さん

ひ よ こ
く ら す

１２：４５～

１３：００

平成１８年１０月生
まれで第１子目
のお子さん　�

もぐもぐ
く ら す

◎
乳
幼
児
健
康
相
談

◎
４
カ
月
児
健
康
診
査

◎
１
歳
６
カ
月
児
健
康
診
査

◎
３
歳
児
健
康
診
査

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

����������������������������������������������������������������������������������������
����������������������
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������������������������������������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
��

�

�
�
�
��

�
��
������
�
�
�
�
�

�

�
�
�
�
�

����

・
お
父
さ
ん
と
遊
ぼ
う
（
５
月　

日
�
）

19

▼
問
い
合
わ
せ　

子
育
て
Ｇ

　
　
　
　
　
　
　
　

（
�
○８５
 

５
６
３
４
）

　

子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す

る
た
め
、
３
歳
未
満
児
の
養
育
者
に
対
す

る
児
童
手
当
額
を
、
出
生
順
位
に
か
か
わ

ら
ず
一
律
月
額
１
万
円
に
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
３
歳
児
以
上
の
児
童
手
当
額
や

支
給
対
象
年
齢
、
所
得
制
限
限
度
額
は
今

ま
で
ど
お
り
で
す
。

▼
年
齢
・
出
生
順
位
な
ど

▼
施
行
日　

４
月
１
日

※
変
更
後
の
最
初
の
支
給
月
は
６
月
で
す
。

※
変
更
に
伴
う
受
給
者
か
ら
の
手
続
き
は
、

　

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
問
い
合
わ
せ　

子
育
て
Ｇ

　
　
　
　
　
　
　
　

（
�
○８５
 

５
６
３
４
）

５
月
５
日
〜　

日
は

１９

子
育
て
啓
発
週
間
で
す

３
歳
未
満
児
の
児
童
手
当
額
が

一
律
１
万
円
に
な
り
ま
し
た

平
成　

年
度
の
水
質
検
査
計
画

１９

を
策
定
し
ま
し
た

　　
　
　
　
　
　
 　
　
　http://www.city.

noboribetsu.hokkaido.jp）

変更後変更前出生順位対象年齢

月額 　　
１０,０００円

月額 　　
５,０００円

第１子、
第２子　

０歳以上
３歳未満

今まで
どおり

月額 　　
１０,０００円

第３子以降

月額 　　
５,０００円

第１子、
第２子　

３歳以上
月額 　　
１０,０００円

第３子以降



申し込み・問い合わせ
健康推進グループ（しんた２１内�○８５ 0100）

���

　

道
路
改
良
工
事
の
た
め
、
次
の
市
道
が

通
行
止
め
と
な
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

◎
市
道
カ
ル
ル
ス
路
線

▼
期
間　

５
月
１
日
�
〜
９
月　

日
�

30

　

（
予
定
）

▼
区
間　

登
別
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
付
近

　

〜
ホ
テ
ル
岩
井
付
近

▼
問
い
合
わ
せ　

土
木
公
園
Ｇ

　
　
　
　
　
　
　
　

（
�
○８５
 

３
２
６
０
）

　

７
月　

日
�
に
予
定
さ
れ
て
い
る
参
議

22

院
議
員
通
常
選
挙
の
期
日
前
投
票
の
立
会

人
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

情報あらかると

▼
応
募
資
格　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
選

　

挙
権
の
あ
る
方

▼
募
集
人
数　
　

人
（
申
込
順
）

32

▼
立
会
人
期
間　

７
月
６
日
�
〜
7
月　
21

　

日
�
予
定

※
日
程
は
後
日
連
絡
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

　

す
。

▼
立
会
時
間　

８
時　

分
〜　

時

30

20

▼
報
酬　

日
額
９
千　

円
５００

▼
内
容　

投
票
事
務
の
公
正
な
執
行
の
監

　

視
な
ど

▼
申
し
込
み　

５

　

月　

日
�
ま
で

31

　

に
電
話
で
選
挙

　

管
理
委
員
会
事

　

務
局
（
�
○８５
 

９

　

１
４
３
）

期
日
前
投
票
の
立
会
人
を

募
集
し
ま
す

住所・電話番号診療所名日　時

室蘭市宮の森町４丁目２２－３８
�○８４ ５０４１ありじ歯科クリニック５月３日（木）

９時～１１時

登別市緑町２丁目３２－６
�○８１ ２２２２共立歯科クリニック５月４日（金）

９時～１１時

室蘭市東町２丁目２２－６
�○４４ ３３６７い し い 歯 科５月５日（土）

９時～１１時

室蘭市本輪西町３丁目６－１３
�○５５ ４３２３い ち は し 歯 科

５月６日（日）
９時～１１時 登別市若草町３丁目１４－１０

�○８６ ２２５０高 橋 歯 科 医 院

室蘭市水元町１２－６
�○４５ ７１１７

岩 倉 歯 科
５月１３日（日）
９時～１１時 伊達市舟岡町２０８－２７

�０１４２○２１ ４１０８
さくら歯科・矯正歯科

室蘭市御前水町２丁目６－２０
�○２４ ８１４８

御前水歯科クリニック５月２０日（日）
９時～１１時

室蘭市中央町２丁目９－１０
�○２２ ６９８９

宇 賀 歯 科 医 院５月２７日（日）
９時～１１時

　　　室蘭歯科医師会（�○４３ ３５２２）問　い
合わせ

５月の歯科救急医療

市
道
通
行
止
め
の
お
知
ら
せ

カ
ル
ル
ス
町 

 

登別温泉町 

新登別大
橋 

市
道
カ
ル
ル
ス
路
線 

サンライバ 
スキー場 

←通行止め 
　区間 

至
オ
ロ
フ
レ
峠 

至幌別 至登別 

登別 
カントリー 
倶楽部 

 

ホテル 
岩井 

�������	
�������

　丈夫な歯をつくるために、親子で楽しく学びませ
んか。

▼日時　５月２９日（火）　１０時～１２時

▼場所　しんた２１

▼対象　１歳から１歳６カ月までのお子さんとその
　保護者

▼内容　むし歯予防のお話、歯科検診、歯みがき指
　導

▼講師　 江  端 　 憲  一 さん（えばた歯科医院）
え ばた けん いち

▼定員　２０組（申込順）

▼持ち物　お子さんの歯ブラシ、母子健康手帳

▼申込期間　５月１日（火）～２５日（金）

�������	


【接種上の注意】
●通院中の方は接種してよいかを主治医と相談して
　ください
●必ず母子健康手帳を持参してください
※年間日程表は、接種場所やしんた２１で配布してい
　ます。

接種回数対　　象日　　時場　　所種　類

１回
出生直後 
から６カ月 
未満時

６月８日(金)
１２:４５～１３:１５

しんた２１

ＢＣＧ
６月２６日(火)
１２:４５～１３:１５

鷲別公民館



問い合わせ　環境対策グループ（クリンクルセンター内�○８５ 2958）

��

　

国
内
に
住
む
す
べ
て
の
方
は
、　

歳
に

20

な
っ
た
と
き
か
ら
国
民
年
金
保
険
の
被
保

険
者
と
な
り
、
保
険
料
の
納
付
が
義
務
付

け
ら
れ
ま
す
が
、
大
学
や
大
学
院
、
短
大

な
ど
に
在
学
す
る　

歳
以
上
の
学
生
で
、

20

本
人
の
前
年
の
所
得
額
が　

万
円
以
下
で

118

あ
れ
ば
申
請
に
よ
り
在
学
中
の
保
険
料
納

付
を
猶
予
す
る
『
学
生
納
付
特
例
制
度
』

が
あ
り
ま
す
。

　

国
民
年
金
の
保
険
料
が
未
納
と
な
っ
て

い
る
と
、
万
が
一
、
事
故
や
病
気
で
重
い

障
が
い
が
残
っ
た
場
合
、
障
害
基
礎
年
金

が
支
給
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、

学
生
納
付
特
例
が
承
認
さ
れ
た
期
間
は
障

害
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
要
件
に
含
ま
れ

ま
す
。
学
生
で
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な

場
合
は
、
必
ず
学
生
納
付
特
例
を
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

　

学
生
納
付
特
例
期
間
は
、
老
後
の
年
金

を
受
け
取
る
た
め
の
期
間
に
は
含
ま
れ
ま

す
が
、
年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
の

で
、
将
来
年
金
額
を
減
ら
さ
な
い
よ
う　
10

年
以
内
に
後
か
ら
納
め
る
こ
と
（
追
納
）

を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

な
お
、
申
請
に
は
年
金
手
帳
、
学
生
証
、

印
鑑
を
持
参
し
、
国
保
・
年
金
グ
ル
ー
プ
、

ま
た
は
各
支
所
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

国
保
・
年
金
Ｇ

　
　
　
　
　
　
　
　

（
�
○８５
 

１
７
７
１
）

『
▼
申
し
込
み
』

『
▼
問
い
合
わ
せ
』
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

　生後９１日以上の犬は、毎年１回狂犬病予防注射
を受けることが法令で義務付けられていますので
忘れずに受けましょう。

▼料金　３，０４０円
※犬の登録をされていて、５月初旬までに狂犬病
　予防注射の案内が届いていない方は環境対策グ
　ループへご連絡ください。
※期間中、都合の良い日・場所にお越しください。

　生後９１日以上の犬を飼うときは、登録（飼い主
の名前・住所、犬に名前・
種類など）が必要です。
　また、犬が死んだとき
や飼い主が変更になった
ときや、住所が変わった
ときは届け出が必要です。

狂 犬 病 予 防 注 射 集 合 実 施 日 程 表
実　施　場　所実　施　地　区実施時間区分実　施　場　所実　施　地　区実施時間区分

桜美園入口美園町６丁目９：１０～９：３０

５　

月　
　
　

日　
　

１９

（土）

登別中学校職員玄関前登別東町２丁目９：００～９：２０

５　

月　
　
　

日　
　

１２

（土）

美園児童センター前美園町５丁目９：４０～１０：００旧道コン住宅入口登別本町２丁目９：３０～９：４５

光和園前美園町３丁目１０：１０～１０：３０東町運動広場向かい空き地登別東町４丁目９：５５～１０：１０

若草１号公園若草町３丁目１０：４０～１１：００婦人センター駐車場登別東町３丁目１０：２０～１０：３５

さわやか公園若草町２丁目１１：１０～１１：４０サンクス中登別店駐車場中登別町１０：４５～１０：５５

優和園前若草町５丁目１３：００～１３：３０道南バス停留所（紅葉谷入口）中登別町１１：０５～１１：２０

千代の台団地幼児公園新生町３丁目１３：４０～１４：００登別温泉ふれあいセンター駐車場登別温泉町 １１：３０～１１：４０

老人憩の家希望の家前新生町５丁目１４：１０～１４：２５コープタウンつくし公園千歳町４丁目１３：００～１３：２５

ことぶき公園新生町１丁目１４：３５～１４：５０猪股一男様宅横千歳町６丁目５５－６１３：３５～１３：５０

わらべ公園新生町２丁目１５：００～１５：２０柏葉団地５号棟前駐車場柏木町４丁目１４：００～１４：２０

あおぞら公園新生町４丁目１５：３０～１５：５０柏木団地９号棟前駐車場柏木町１丁目１４：３０～１４：５０

富岸青少年会館前富岸町２丁目１６：００～１６：３０老人福祉センター前富士町７丁目１５：００～１５：２０

ちびっこ広場富士町３丁目１５：３０～１６：００

登別公民館前登別東町２丁目９：００～９：３０

５　

月　
　
　

日　
　

２０

（日）

桜木団地駐車場桜木町４丁目９：００～９：２５

５　

月　
　
　

日　
　

１３

（日）

富浦会館前富浦町９：４０～１０：００津村商店前緑町２丁目９：３５～１０：００

滝田商店裏 （佐藤善作様宅横）幸町５丁目１０：１０～１０：３０あかしや遊園地若山町２丁目１０：１０～１０：３０

幌別東小学校駐車場幌別町７丁目１０：４０～１１：００汐平団地汐平広場若山町３丁目１０：４０～１１：００

鉄南ふれあいセンター前幌別町３丁目１１：１０～１１：３０富浜広場向かいゲートボール場栄町４丁目１１：１０～１１：３０

幌別中学校前千歳町３丁目１３：００～１３：２５楡の木公園栄町１丁目１３：００～１３：１５

㈲登喜和運輸前常盤町２丁目１３：３５～１４：００鷲別保育所前鷲別町４丁目１３：２５～１３：４０

しんた２１駐車場片倉町６丁目１４：１０～１４：２５鷲六園前鷲別町６丁目１３：５０～１４：１０

片倉４丁目公園片倉町４丁目１４：３５～１４：５５わかば公園前（恵愛病院裏）鷲別町２丁目１４：２０～１４：４０

市役所前中央町６丁目１５：０５～１５：３０鷲別支所前鷲別町３丁目１４：５０～１５：２０

◎５月１６日�　９：００～９：１０　川上町『恵寿園前』、１０：２０～１０：３０　カルルス町『オロフレ荘前』、１０：４０～１０：５０　上登別町『権兵衛窯前』、１１：００～１５：５０　札内町・来馬地区

情報あらかると

ご
存
じ
で
す
か

国
民
年
金
学
生
納
付
特
例
制
度

狂犬病予防注射を行います 犬を飼うときは、市に届け出をしてください

※実施場所の山本商店前が登別中学校職員玄関前に変わりました。（網掛け　　　部分）



���

　

消
防
署
は
、
春
と
秋
の
年
２
回
、
市
内

全
域
で
消
火
栓
が
正
常
に
作
動
す
る
か
を

点
検
し
て
い
ま
す
。

　

点
検
は
広
報
を
行
い
な
が
ら
、
実
際
に

消
火
栓
か
ら
放
水
し
て
実
施
し
ま
す
が
、

水
道
水
に
濁
り
が
出
た
場
合
は
直
ち
に
中

止
し
ま
す
の
で
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
消
火
栓
付
近
の
駐
車
は
、
消
火

活
動
の
妨
げ
と
な
り
ま
す
の
で
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
。

▼
期
間　

５
月
上
旬
〜

▼
問
い
合
わ
せ　

消
防
署

　
　
　
　
　
　
　
　

（
�
○８５
 

２
５
５
１
）

　

カ
ラ
ス
の
巣
づ
く
り
は
、
４
・
５
月
が

盛
ん
な
時
期
で
、
最
近
は
針
金
ハ
ン
ガ
ー

な
ど
を
使
う
ケ
ー
ス
も
増
え
、
高
圧
線
や

変
圧
器
に
触
れ
て
停
電
の
原
因
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
見
掛
け
ま
し
た
ら
、

ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
連
絡
先　

ほ
く
で
ん
室
蘭
支
店

　
　
　
　
　
　
　
　

（
�
○４７
 

１
１
１
２
）

情報あらかると

�������	�
申込期間

（土・日曜日を除く）
収　集　日地　区　名

５月２１日（月）　
～６月１日（金）

６月４日（月）　
～６月９日（土）若草町１・２丁目

５月２８日（月）　
～６月８日（金）

６月１１日（月）　
～６月１６日（土）新生町３・４丁目

６月４日（月）　
～６月１５日（金）

６月１８日（月）　
～６月２３日（土）鷲別町１～３丁目

６月１１日（月）　
～６月２２日（金）

６月２５日（月）　
～６月３０日（土）新生町１・２丁目

消
火
栓
の
点
検
を
行
い
ま
す

電
柱
に
カ
ラ
ス
の
巣
を
見
つ
け
た
ら

������

�����

問い合わせ　環境対策グループ
（クリンクルセンター内�○８５ 2958）

ゴミの分別排出にご協力ください
　３月２２日にゴミ収集車の火災が発生しました。火
災の発生原因は特定できませんでしたが、収集した
ゴミの中には分別を誤っているものや排出時の注意
事項が守られていないものが見受けられました。
　ごみの安全な収集運搬・処理を行うため、適正な
分別にご協力ください。ごみの分別方法については
『ごみ分別辞典』をご覧ください。
◎分別を間違えやすいもの
・ライター：中身を使い切った後「燃やせるごみ」
　へ
・カセットコンロのガス：中身を使い切った後ガス
　抜きをして『資源ごみ』へ
◎排出前の確認事項
　家電製品、暖房・給湯機器についている電池は必
　ず取り外してください（乾電池は『燃やせないご
　み』です）。

クリーンチケット取扱店の
指定を解除しました

▲

指定解除日　３月３１日▲

指定解除店
●まるやま薬局本店（新生町３丁目１１－１７）
●山口書店（美園町２丁目３６－１）

※粗大ごみの収集は、電話で受け付けしています。
※粗大ごみは、１品ごとにごみ処理券（１枚１６０円）
　を張って出してください（１回につき５品まで）。
※粗大ごみの収集日は、『家庭ごみ収集カレンダー
　にも掲載しています。また、今後の『広報のぼり
　べつ』でもお知らせします。▲

申し込み　申込期間の９時～１７時（土・日曜日を
　除く）に電話で㈲登和清掃（�○８８ ０２００）

』
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『
▼
申
し
込
み
』

『
▼
問
い
合
わ
せ
』
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

情報あらかると

�������	
������
▼日時　５月１６日（水）　１０時～１２時

▼場所　若草放課後児童クラブ
※若草小学校裏に入口があります

▼対象　就学前のお子さんとその保護者

▼内容　子どもたちや保護者の交流

▼持ち物　上靴（子ども・保護者）
※直接会場にお越しください。
※放課後児童クラブ玄関前（若草小学校裏）に駐車
　場があります。

▼日時　５月１９日（土）　１０時～１２時

▼場所　中央子育て支援センター

▼対象　就学前のお子さんと父親

▼内容　絵本や遊具を使った自由遊びなど
※直接会場にお越しください。
※駐車場があります。

▼月日・場所

▼時間　９時３０分～１１時

▼対象　市内に居住する小学校入学前のお子さんと
　その保護者

▼持ち物　上靴（子ども・保護者とも。天候により、
　外遊びを行うこともありますので、着替えを用意
　してください）
※直接会場にお越しください。

▼グループ・開催日・対象・内容

▼時間　１０時～１２時

▼場所　中央子育て支援センター

▼定員　各１０組程度（定員を超えた場合は初めて参
　加される親子を優先します）

▼参加料　無料

▼申し込み　５月１４日（月）から１７日（木）までに電話（９
　時～１７時）でお申し込みください

▼日時　５月２８日（月）
　１０時～１２時

▼場所　市民プール

▼対象　市内に居住す
　る２・３歳のお子さ
　んとその保護者

▼定員　３０組（申込順）

▼ 参加料　無料（保護者はプール入館料５００円がか
　かります）

▼持ち物　子ども…バスタオル・水着・水泳用帽子、
　保護者…バスタオル・Ｔシャツ・半ズボン・水泳
　用帽子
※排せつが完了していないお子さんは水遊び用紙パ
　ンツを着用してください。

▼内容　インストラクターによる親子体操、遊具を
　使っての水遊びなど
※水深は１５～２０㌢㍍に調節します。

▼申し込み　５月８日（火）から１１日（金）までに電話（９
　時～１７時）でお申し込みください

�������	
��
�����

�������	

�����

�������
�����

�������	

�������

�����
��������

内　　　容対　　　象開　催　日グループ

手あそび、運動
あそびなど　　

　

１歳６カ月～
２歳５カ月の
お子さんとそ
の保護者　　

６月５日（火）か
ら７月３日（火）
までの毎週火
曜日５回　　

１　

歳　

児

手あそび、運動
あそび、外あそ
びなど　　　　

２歳６カ月～
３歳６カ月の
お子さんとそ
の保護者　　

６月７日（木）か
ら７月５日（木）
までの毎週木
曜日５回　　

２　

歳　

児

申し込み・問い合わせ　中央子育て支援センター（�○８１ ３７１５）

場　　　　　所月　　　日

登　別　保　育　所６月４日（月）

鷲　別　保　育　所６月６日（水）

幌 別 東 保 育 所

６月７日（木） 富 士 保 育 所

栄　町　保　育　所
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商
業
統
計
調
査
は
、
す
べ
て
の
卸
売
・

小
売
事
業
所
を
対
象
に
行
い
、
地
域
の
商

業
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
、
流
通
や
商
業

予
測
、
構
造
分
析
な
ど
の
資
料
と
し
て
活

用
さ
れ
ま
す
。

　

調
査
は
、
知
事
の
任
命
を
受
け
た
調
査

員
が
、
５
月
中
旬
よ
り
各
事
業
所
を
訪
問

し
、
調
査
票
の
配
布
と
必
要
事
項
の
記
入

を
依
頼
し
、
後
日
、
回
収
に
伺
い
ま
す
の

で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

総
務
Ｇ

　
　
　
　
　
　
　
　

（
�
○８５
 

１
１
３
０
）

　

国
民
の
保
健
や
医
療
福
祉
、
年
金
、
所

得
な
ど
の
状
況
を
世
帯
ご
と
に
把
握
し
、

今
後
の
厚
生
労
働
行
政
の
基
礎
資
料
と
す

る
た
め
『
国
民
生
活
基
礎
調
査
』
を
行
い

ま
す
。

　

調
査
日
は
６
月
７
日
�
と
７
月　

日
�

12

で
、
調
査
の
対
象
と
な
る
世
帯
へ
は
調
査

日
前
後
に
伺
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

室
蘭
保
健
所
保
健
福
祉

　

企
画
課
（
�
○２４
 

９
８
３
３
）

▼
日
時　

６
月
４
日
�
か
ら　

日
�
ま
で

21

　

の
毎
週
月
・
木
曜
日
（
全
６
回
）　
　
18

　

時　

分
〜　

時

30

20

▼
場
所　

市
民
会
館

▼
対
象　

市
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
す
る

　
　

歳
以
上
の
方

18
▼
内
容　

初
級
英
会
話
（
日
常
会
話
）

▼
講
師　

ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン

　

さ
ん
（
英
語
指
導
助
手
）

▼
定
員　
　

人
（
申
込
順
）

20

▼
参
加
料　

2
千
円

情報あらかると

▼
持
ち
物　

筆
記
用
具

▼
申
し
込
み　

５
月　

日
�
か
ら　

日
�

14

21

　

ま
で
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）
の
９
時

　

〜　

時
に
電
話
で
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振

17

　

興
財
団
（
�
○８８
 

１
１
１
６
）

　

人
権
・
離
婚
・
不
動
産
・
金
銭
・
雇
用

い
じ
め
な
ど
の
問
題
に
つ
い
て
、
人
権
擁

護
委
員
が
無
料
で
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

▼
日
時　

６
月
１
日
�　
　

時
〜　

時

10

15

▼
場
所　

鉄
南
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

▼
問
い
合
わ
せ　

札
幌
法
務
局
室
蘭
支
局

　

総
務
課
（
�
○２２
 

５
１
１
１
）

　

電
波
の
利
用
は
、
携
帯
電
話
や
人
命
・

財
産
を
保
護
す
る
防
災
無
線
な
ど
社
会
生

活
に
不
可
欠
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

不
法
無
線
局
が
重
要
無
線
通
信
や
テ
レ
ビ

放
送
に
妨
害
を
与
え
る
な
ど
社
会
的
な
問

題
を
発
生
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

暮
ら
し
を
支
え
る
電
波
は
ル
ー
ル
を
守

っ
て
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ　

北
海
道
総
合
通
信
局

　
　
　
　
　

（
�　

－

　

－

０
０
９
９
）

011

737

▼
日
時　

６
月
３
日
�　
　

時
〜　

時

10

12

▼
場
所　

市
民
会
館　

視
聴
覚
室

▼
定
員　
　

人
（
申
込
順
）

30

▼
参
加
料　
　

円
500

▼
講
師　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
『
花

　

ク
ラ
ブ
』

▼
申
し
込
み　

５
月
７
日
�
か
ら　

日
�

16

　

ま
で
に
電
話
で
土
木
公
園
Ｇ
（
�
○８５
 

４

　

１
１
５
）

６
月
１
日
基
準
日
の
商
業
統
計

調
査
を
行
い
ま
す

国
民
生
活
基
礎
調
査
を
行
い
ま
す

６
月
１
日
〜　

日
は

１０

電
波
利
用
保
護
旬
間
で
す

特
設
人
権
・
困
り
ご
と
相
談
所

を
開
設
し
ま
す

・

申し込み・問い合わせ
市民サービスグループ
（�○８５ １８５５）

▼日時・場所　①鉄南ふれあいセ
　ンターでの相談…６月１６日（土）９
　時３０分～１２時、②弁護士事務所
　での相談…日時は市民サービス
　グループにお問い合わせくださ
　い

▼内容　交通事故や金銭貸借、損
　害賠償、離婚などの法律問題
※裁判や調停中のもの、同じ方に
　よる同一内容の相談はお受けで
　きません。

▼担当弁護士　 星 　 三郎  弁護士
ほし さぶろう

▼定員　各６人（申込順）

▼申込期限　５月３０日（水）

▼日時　５月２６日（土）　９時３０分～
　１２時

▼場所　鉄南ふれあいセンター

▼内容　相続や遺言、各種契約な
　どで官公署に提出する書類の相
　談

▼定員　１０人（申込順）

▼申込期限　５月２５日（金）　
※直接会場にお越しいただいても
　相談できますが、できるだけ事
　前にお申し込みください。

　市民生活や消費生活に関する相
談も随時、市民サービスグループ
で受け付けています。
　なお、消費生活に関する相談は、
登別消費者協会（労働福祉センタ
ー内・�○８５ ８３０７）でも受け付
けています。

 

無料法律相談

くらしの無料相談

そのほかの相談

初
心
者
英
会
話
教
室
を
開
催
し
ま
す

み
ど
り
の
講
習
会

 
『
ハ
ー
ブ
と
野
菜
の
寄
せ
植
え
講
習

　

会
』
に
参
加
し
ま
せ
ん
か



���

▼
日
時 

８
月　

日
�　
　

時　

分
〜　

29

13

30

16

　

時
▼
場
所　

室
蘭
市
文
化
セ
ン
タ
ー
（
室
蘭

　

市
幸
町
６－
　

）
23

▼
受
付
期
間　

５
月
７
日
�
〜
６
月
１
日

　

�
（
郵
送
の
場
合
は
６
月
１
日
ま
で
の

　

消
印
有
効
）

▼
提
出
書
類　

受
験
願
書
、
受
験
者
整
理

　

カ
ー
ド

▼
提
出
書
類
配
布
場
所　

室
蘭
保
健
所
、

　

登
別
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
ほ
か

▼
受
験
手
数
料　

６
千　

円
に
相
当
す
る

700

　

額
面
の
北
海
道
収
入
証
紙

▼
願
書
の
提
出
先　

室
蘭
保
健
所
（
〒　
０５１

　

－

８
５
５
５　

室
蘭
市
幸
町
９－

　

）
11

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

室
蘭
保
健
所
健
康
推
進

　

課
（
�
○２４
 

９
８
４
４
）

▼
月
日　

６
月　

日
�

16

▼
場
所　

登
別
地
方
高
等
職
業
訓
練
校

▼
試
験
実
施
部
門
と
時
間

　

①
ワ
ー
プ
ロ
部
門
３
級　

９
時
〜
９
時

　
　
　

分
50

　

②
ワ
ー
プ
ロ
部
門
２
級　

９
時
〜　

時
10

　

③
表
計
算
部
門
３
級　
　

時　

分
〜　

10

30

11

　
　

時　

分
15

　

④
表
計
算
部
門
２
級　
　

時　

分
〜　

10

30

11

『
▼
申
し
込
み
』

『
▼
問
い
合
わ
せ
』
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

情報あらかると

　
　

時　

分
30

　

⑤
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
部
門
３
級　
　

時
〜

13

　
　
　

時
14

　

⑥
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
部
門
２
級　
　

時
〜

13

　
　
　

時　

分

14

30

▼
定
員　
 
各
部
門
、
各
級
と
も
に　

人
20

　

（
申
込
順
）

▼
受
験
料　

各
部
門
と
も
３
級
は
５
千　
100

　

円
、
２
級
は
６
千　

円
400

▼
そ
の
他　

試
験
は
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
Ｘ
Ｐ

　

を
使
用
し
、
ソ
フ
ト
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
は

　

２
０
０
３
と
し
ま
す

※
試
験
結
果
は
、
１
カ
月
後
に
郵
送
し
ま

　

す
。

▼
申
し
込
み　

受
験
料
を
添
え
て
、
５
月

　
　

日
�
ま
で
に
登
別
職
業
訓
練
協
会

31

　

（
�
○８５
 

１
４
５
０
）

▼
日
時　

５
月　

日
�　
　

時
〜　

時

20

13

16

▼
場
所　

ホ
テ
ル
平
安

▼
テ
ー
マ　

育
ち
合
う
市
民
と
図
書
館
〜

　

ず
っ
と
住
み
た
い
ま
ち
を
つ
く
る
〜

▼
内
容　

基
調
講
演
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

▼
定
員　
　

人
150

▼
参
加
料　
　

円
500

※
当
日
会
場
に
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

西
村
さ
ん
（
�
○８５
 

５
３

　

３
４
）

　

例
年
、
山
菜
取
り
に
よ
る
行
方
不
明
な

ど
の
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
事
故
を

防
ぐ
た
め
に
次
の
点
に
注
意
し
て
山
菜
採

り
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

◎
山
菜
採
り
の
注
意
点

�
一
人
で
山
菜
採
り
に
行
か
な
い
。

�
家
族
に
行
き
先
と
帰
る
時
間
を
知
ら
せ

　

る
。

�
歩
い
た
場
所
が
分
か
る
よ
う
に
テ
ー
プ

　

な
ど
で
目
印
を
付
け
る
（
付
け
た
目
印

　

は
必
ず
は
が
す
）

�
目
立
つ
服
装
を
し
、
笛
や
雨
具
を
携
行

　

す
る
。

�
道
に
迷
っ
た
場
合
は
、
体
力
消
耗
を
考

　

え
落
ち
着
い
て
行
動
す
る
。

�
連
絡
手
段
と
し
て
携
帯
電
話
な
ど
を
携

　

行
す
る
。

◎
熊
の
出
没
注
意

�
熊
よ
け
の
た
め
に
鈴
や
ラ
ジ
オ
を
携
行

　

す
る
。

�
熊
の
出
没
情
報
に
注
意
し
、
足
跡
や
ふ

　

ん
を
見
た
と
き
は
す
ぐ
に
引
き
返
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

登
別
交
番
（
�
○８５
 

２
１

　

３
６
）
ま
た
は
登
別
温
泉
交
番
（
�
○８４
 

　

２
３
１
０
）

調
理
師
試
験
を
行
い
ま
す

山
菜
採
り
に
よ
る
行
方
不
明
な

ど
の
事
故
に
遭
わ
な
い
た
め
に

第
１
回
図
書
館
フ
ォ
ー
ラ
ム
を

開
催
し
ま
す

〜
の
ぼ
り
べ
つ
の
図
書
館
を　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

考
え
る
会
主
催
〜

日
本
・
北
海
道
職
業
能
力
開
発
協
会
認
定

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
技
能
評
価

試
験
を
行
い
ま
す



���

　

当
日
は
、
郷
土
資
料
館
と
文
化
伝
承
館

を
無
料
開
放
し
ま
す
。
ご
家
族
で
武
家
時

代
の
生
活
や
伝
統
文
化
を
体
験
し
ま
せ
ん

か
。

▼
日
時　

５
月　

日
�　
　

時
〜　

時

26

10

13

▼
場
所　

郷
土
資
料
館

▼
内
容　
 
流  
鏑  
馬 
体
験
、
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ

や 

ぶ 

さ
め

　

ン
バ
ラ
体
験
、
茶
道
体
験
、
す
い
と
ん

　

の
試
食
（
先
着　

人
）
、 
駕  
籠 
体
験
、

か 

ご

100

　

昔
の
遊
び
な
ど

※
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
バ
ラ
体
験
は
、
事
前

　

に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
（
５

　

月
３
日
�
よ
り
受
け
付
け
）
。

▼
問
い
合
わ
せ　

郷
土
資
料
館

　
　
　
　
　
　
　
　

（
�
○８８
 

１
３
３
９
）

情報あらかると

 
『
わ
ん
ぱ
く
サ
ム
ラ
イ
体
験
』

武
家
時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ

し
ま
せ
ん
か

▲流鏑馬体験

▲駕籠体験

まちを見よう！
　　まちを知ろう！

　市のまちづくりの様子を市民の皆さ
んにもっと知っていただくため、市民
見学会を開催します。
　この機会にぜひ見学してみませんか。

�若山浄化センター
�クリンクルセンター
�就労継続支援施設『月とライオン』
�登別温泉地獄谷・大湯沼川探勝
　歩道親水施設（足湯体験）

�����������

▼見学日　５月２９日（火）（雨天決行）

▼バス乗車場所・出発時間
　登別温泉ふれあいセンター
　　　　　　　　　９：００（解散予定時間１６：００）
　婦人センター　　９：２０（解散予定時間１６：２０）
　市役所　　　　　９：４０（解散予定時間１６：４０）
　鷲別公民館　　　１０：００（解散予定時間１７：００）

▼対象　市内に居住し、個人で参加を希望する方

▼定員　３０人（申込順）

▼持ち物　タオル、昼食、飲料水またはお茶

�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

▼見学日　６月５日（火）（雨天決行）

▼対象　市内の各種団体・サークル（１
　団体１０～３０人）

▼定員　１団体（申込順）

▼持ち物　タオル、昼食、飲料水または
　お茶

�
�
�
�

�����
▼申し込み　個人参加は５月１４日（月）から

　１８日（金）までに、団体参加は５月１４日（月）
　から２５日（金）までに電話で情報推進グル
　ープ（�○８５ ６５８６）※ある程度の時間（１時間程度）を歩く場所があります。歩き

　やすい靴と服装でご参加ください。



��

『
▼
申
し
込
み
』

『
▼
問
い
合
わ
せ
』
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

情報あらかると

　

『
５
月
６
日
〜　

日
の
看
護
週
間
』
と

12

『
５
月　

日
の
看
護
の
日
』
に
ち
な
み
健

12

康
相
談
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時　

５
月　

日
�　
　

時
〜　

時

10

10

14

▼
場
所　

三
愛
病
院
１
階
ホ
ー
ル

▼
内
容　

健
康
相
談
、
栄
養
相
談
、
血
圧

　

測
定
、
体
脂
肪
測
定
な
ど

▼
問
い
合
わ
せ　

三
愛
病
院

　
　
　
　
　
　
　
　

（
�
○８３
 

１
１
１
１
）

▼
日
時　

６
月
８
日
�　

９
時　

分
〜　

30

16

　

時
▼
場
所　

オ
ー
ク
ラ
ス
パ
ラ
ン
ド
（
白
老

　

町
竹
浦　

－
１
）

112

※
送
迎
バ
ス
の
運
行
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

▼
テ
ー
マ　

転
倒
予
防
教
室

▼
内
容　

講
義
、
健
康
度
測
定
、
レ
ク
リ

　

エ
ー
シ
ョ
ン
、
温
泉
入
浴

▼
講
師　

登
別
厚
生
年
金
病
院
リ
ハ
ビ
リ

健
康
相
談
を
開
催
し
ま
す

〜
三
愛
病
院
主
催
〜　
　
　
　

　

テ
ー
シ
ョ
ン
ス
タ
ッ
フ

▼
定
員　
　

人
（
申
込
順
）

40

▼
参
加
料　

２
千
円
（
昼
食
、
入
浴
付
）

▼
持
ち
物　

室
内
用
運
動
靴
、
動
き
や
す

　

い
服
装

▼
申
し
込
み　

５
月　

日
�
ま
で
に
電
話

25

　

で
登
別
厚
生
年
金
病
院
（
�
○８４
 

２
１
６

　

５
）

▼
日
時　

５
月　

日
�　
　

時
〜　

時

24

12

13

▼
場
所　

く
に
も
と
内
科
循
環
器
科
２
階

▼
テ
ー
マ　

低
血
糖
に
つ
い
て

▼
問
い
合
わ
せ　

く
に
も
と
内
科
循
環
器

　

科
（
�
○８６
 

０
０
９
２
）

▼
日
時　

5
月　

日
�　
　

時
〜　

時　

25

10

12

30

　

分
▼
場
所　

登
別
厚
生
年
金
病
院　

３
号
棟

　

２
階
料
理
実
習
室

▼
テ
ー
マ　

簡
単
ヘ
ル
シ
ー
メ
ニ
ュ
ー

▼
内
容　

豆
腐
の
ロ
ー
ル
キ
ャ
ベ
ツ
、
野

　

菜
サ
ラ
ダ
な
ど

▼
定
員　

８
人
（
申
込
順
）

▼
参
加
料　

無
料

▼
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
（
貸
し
出
し
も
あ

　

り
ま
す
）

▼
申
し
込
み　

５
月　

日
�
ま
で
に
電
話

22

　
 
で
登
別
厚
生
年
金
病
院
・
鎌
田
さ
ん

　

（
�
○８０
 

３
２
３
５
）

▼
日
時　

５
月　

日
�　

８
時　

分
〜

13

30

▼
集
合
場
所 　
 カ
ム
イ
ヌ
プ
リ
登
山
口

　

（
３
合
目
）

▼
参
加
料　
　

円
（
保
険
料
、
記
念
品
代

500

　

を
含
む
）

▼
持
ち
物　

登
山
に
適
し
た
服
装
、
雨
具
、

　

軍
手
、
昼
食
、
飲
料
水
な
ど

▼
問
い
合
わ
せ　

藤
木
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

（
�
○８５
 

５
８
９
７
）

　

実
践
登
山
教
室
を
通
し
南
日
高
の
展
望

を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▼
月
日　

５
月　

日
�

27

▼
登
山
地　

南
日
高
・
横
山
中
岳

▼
定
員　
　

人
（
申
込
順
）

40

▼
参
加
料　

4
千　

円
（
交
通
費
、
保
険

５００

　

料
）

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み　

５
月　

日
�
ま
で
に
電
話

18

　

で
神
原
さ
ん
（
�
○８５
 

６
６
７
４
）

ご
自
由
に
ご
参
加
く
だ
さ
い

糖
尿
病
勉
強
会
を
開
催
し
ま
す

栄
養
士
に
よ
る
料
理
教
室

を
開
催
し
ま
す

『
カ
ム
イ
ヌ
プ
リ
』
山
開
き
を

開
催
し
ま
す

〜
登
別
山
岳
会
主
催
〜　
　

『
実
践
登
山
教
室
』
を
開
催
し
ま
す

〜
登
別
山
岳
連
盟
主
催
〜　
　

第　

回
健
康
教
室

１８
『
ホ
ッ
プ
・
ス
テ
ッ
プ
・
ジ
ャ

ン
プ
』
を
開
催
し
ま
す

〜
登
別
厚
生
年
金
病
院
主
催
〜



���

　

野
鳥
の
美
し
さ
や
魅
力
、
生
態
の
不
思

議
さ
を
紹
介
し
、
自
然
保
護
の
大
切
さ
を

訴
え
ま
す
。

▼
日
時　

５
月　

日
�
〜　

日
�　
　

時

18

20

10

　

〜　

時
（　

日
は　

時
ま
で
）

18

20

16

▼
場
所　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
室
蘭
放
送
局
１
階
プ
ラ

　

ザ 
μ 

ミ
ュ
ー

▼
入
場
料　

無
料

▼
問
い
合
わ
せ　

堀
本
さ
ん
（
�
○８５
 

９
３

　

９
６
）

▼
日
時　

５
月　

日
�　

開
場　

時
、
開

25

18

　

演　

時　

分

18

30

▼
場
所　

市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

▼
入
場
料　

２
千
円

▼
問
い
合
わ
せ　

山
田
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

（
�
○８５
 

２
３
２
３
）

　

子
ど
も
へ
の
暴
力
（
い
じ
め
、
虐
待
な

ど
）
の
防
止
に
つ
い
て
い
っ
し
ょ
に
考
え

ま
し
ょ
う
。

▼
日
時　

５
月　

日
�　
　

時
〜　

時

19

10

12

▼
場
所　

室
蘭
市
中
小
企
業
セ
ン
タ
ー
２

　

階
中
会
議
室
Ａ
（
室
蘭
市
東
町
４
丁
目

　
　

－

１
）

29
▼
対
象　

学
校
関
係
者
や
保
護
者
・
地
域

　

の
子
ど
も
に
関
わ
り
の
あ
る
方
な
ど

▼
内
容　

講
演
『
Ｃ
Ａ
Ｐ
が
め
ざ
す
こ
と
、

　

で
き
る
こ
と
』
、
模
擬
子
ど
も
ワ
ー
ク

　

シ
ョ
ッ
プ

▼
参
加
料　
　

円
500

※
託
児
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

Ｃ
Ａ
Ｐ
む
ろ
ら
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

（
�
○２５
 

５
７
０
７
）

▼
日
時　

５
月　

日
�
〜　

日
�　
　

時

11

13

10

　

〜　

時
15

▼
場
所　

亀
田
記
念
公
園
多
目
的
広
場

▼
内
容　

園
芸
市
出
店
、
焼
き
鳥
、
焼
き

　

そ
ば
コ
ー
ナ
ー
、
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
、

　

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店

※
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
は　

日
の
み
（
予

13

　

定
）

▼
問
い
合
わ
せ　

亀
田
記
念
公
園

　
　
　
　
　
　
　
　

（
�
○８６
 

２
５
１
１
）

情報あらかると

『
第　

回
バ
ー
ド
展
』
を

２５

開
催
し
ま
す

〜
日
本
野
鳥
の
会
室
蘭
支
部
主
催
〜

グ
リ
ー
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

さ
く
ら
・
園
芸
市
を
開
催
し
ま
す

�������	
�
対　象行　　事　　名場　所日　時

幼児、 
小学生

絵本の読み聞かせ特集 

市　立
図書館

５月５日(土) 
１０時３０分～

幼児、 
小学生

絵本の読み聞かせ特集 
５月５日(土) 
１３時～

幼児、 
小学生

ＤＶＤ上映会
５月５日(土) 
１４時～

幼児
「わらべうたと絵本」
の読み聞かせ

５月９日(水） 
１０時３０分～

幼児、 
小学生

ＤＶＤ上映会
５月１９日(土） 
１０時３０分～

幼児、 
小学生

絵本と紙芝居の読み聞
かせ

５月２６日(土） 
１３時３０分～

▲
参加料　無料

※乳幼児・幼児は、保護者同伴とします。
※６月まで毎週木曜日は１９時３０分まで開館時間延（試
　行）しています。どうぞご利用ください。

問い合わせ　市立図書館（�○８５ ４３２４）

 
渡  
辺  
歌  
子 
さ
ん

わ
た 
な
べ 
う
た 

こ

『
愛
の
う
た
の
夕
べ
』

〜
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
登
別
主
催
〜

『 
Ｃ
Ａ
Ｐ 
小
学
生
プ
ロ
グ
ラ
ム
・

キ
ャ
ッ
プ

　

公
開
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
』
を

　

開
催
し
ま
す



��

▼
コ
ー
ス
・
日
時
・
内
容
・
受
講
料

▼
問
い
合
わ
せ　

工
藤
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

（
�
○４５
 

２
７
２
６
）

　

近
年
の
開
放
式
小
型
湯
沸
か
し
器
の
事

故
を
踏
ま
え
、
事
故
を
無
く
す
た
め
に
製

品
を
正
し
く
使
用
す
る
こ
と
な
ど
の
喚
起

を
徹
底
す
る
た
め
、
毎
月
第
２
火
曜
日
を

『
製
品
安
全
点
検
日
』
と
し
て
位
置
付
け
、

製
品
安
全
に
関
す
る
周
知
活
動
を
行
い
ま

す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

北
海
道
経
済
産
業
局
消

　

費
経
済
課
（
�　

－

　

－

２
３
１
１
）

011

709

▼
日
時　

５
月　

日
�　
　

時
〜

26

14

▼
場
所　

登
別
厚
生
年
金
病
院
１
階
ロ
ビ

　

ー
▼
演
奏
曲
目　
 
『
花
』、『
ふ
る
さ
と
』
、

　

『
柔
』、『
つ
る
の
お
ん
が
え
し
』
ほ
か

▼
問
い
合
わ
せ　

登
別
厚
生
年
金
病
院　

　

リ
ハ
ビ
リ
室
・
谷
さ
ん
（
�
○８４
 

２
１
６

　

５
）

▼
日
時
・
場
所

▼
参
加
料　

無
料

▼
問
い
合
わ
せ　

横
山
さ
ん
（
�
○８８
 

０
７

　

１
８
）
ま
た
は
高
坂
さ
ん
（
�
○８５
 

８
９

　

７
８
）

▼
日
時　

５
月　

日
�　

８
時
〜　

時

27

１５

▼
場
所　

東
千
歳
駐
屯
地
（
千
歳
市
祝
梅

　

１
０
１
６ 
）

※
Ｊ
Ｒ
千
歳
駅
裏
か
ら
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ

　

ス
を
運
行
し
ま
す
。

※
駐
車
場
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

▼
内
容　

パ
レ
ー
ド
、
模
擬
戦
闘
訓
練
、

　

装
備
品
の
展
示
、
戦
車
試
乗
、
模
擬
売

　

店
な
ど

▼
問
い
合
わ
せ　

陸
上
自
衛
隊
第
７
師
団

　

広
報
・
渉
外
班
（
�
0
1
2
3
○２３
 

５
１

『
▼
申
し
込
み
』

『
▼
問
い
合
わ
せ
』
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

情報あらかると

　

３
１
）

▼
指
定
解
除
店　

�
札
幌
北
郷
住
設
（
札

　

幌
市
白
石
区
北
郷
５
条
８
丁
目
２－

６

　

�　

－

　

－

５
７
６
５
）

011

874

▼
問
い
合
わ
せ　

下
水
道
Ｇ

　
　
　
　
　
　
　
　

（
�
○８５
 

９
０
５
２
）

パ
ソ
コ
ン
講
習
会
の
受
講
生
を

募
集
し
て
い
ま
す

　

〜
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
シ
ニ
ア
ネ
ッ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
ぶ
り
主
催
〜

製
品
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

第　

回
『
琴
と
尺
八
コ
ン
サ
ー
ト
』

１０
を
開
催
し
ま
す

ハ
ワ
イ
ア
ン
フ
ラ
を

体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か

陸
上
自
衛
隊

第
７
師
団
創
隊　

周
年
記
念
行
事

５２

を
開
催
し
ま
す

排
水
設
備
工
事
指
定
店
を

解
除
し
ま
し
た

問い合わせ
（�○８８ 0888）日本工学院北海道専門学校便り

受　講　料内　　　　　容日　　時コース

各３，０００円

パソコンの基礎知識、ウイン
ドウズの操作など

５月９日（水）
１３時～１６時

パソコン
入門コース

ワードの基本操作、保存の仕
方

５月１６日（水）
１３時～１６時

ホームページの検索、お気に
入り・履歴の使い方など

５月２３日（水）
１３時～１６時

電子メールで画像・音楽を送
ろう、アドレス帳の作成など

５月３０日（水）
１３時～１６時

１，５００円ブログ・ホームページを作ろ
う

５月８日（火）
１３時～　
１４時３０分

パソコンの
便利な活用
コース

無　料疑問や問題点が解決できるよ
うに一緒に考えます

第１・３火曜日
１３時～１５時

パソコン
相談会

日　
　

時

５
月　

日　
１５

（火）

　

時　

分
〜

１５

３０

５
月　

日　
１６

（水）

　

時
〜　
　

１３

場　
　
　
　

所

鷲

別

公

民

館

市

民

会

館

　４月12日�、26回目の入学式が３５０人の
新入生を迎えて盛大に行われました。
　新入生の中には、学校独自で取り組んだ
夕張市支援から設けた学費支援制度を利用
し、夕張高校から３人の入学者もいました。
　今年度から開設した『医療秘書科』には、
26人の学生が入学。医師や医療事務スタッ
フに電子カルテの機能説明や操作方法の指
導などを行う『電子カルテインストラクタ
ー』や、医療事務の代表的な資格の『診療
報酬請求事務能力認定試験』などの資格取
得を目指します。
　式では、医療秘書科の 角 めぐみさんが、

かく

新入生を代表して誓いの言葉を述べました。
この新入生全員が、２年後、３年後に立派
な社会人として社会へ巣立つよう教職員一
丸となって応援していきます。

�������

▼日時　５月19日�・26日�　11時20分～15時30分

▼内容　10学科16コースの模擬授業を体験できます

▼問い合わせ　入学広報室（�0120－666－965）

▼ホームページ　http://www.nkhs.ac.jp/
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情報あらかると

問い合わせ
下水道グループ（�○８５ ９０５２）

　市は、次の区域の下水道供用開

始の告示を行いましたので、お知

らせします。

　なお、水洗化などの工事を行う

個人住宅（新築を除く）には補助

金制度や融資あっせん制度があり

ます。

　詳しくはお問い合わせください。

　平成２０年３月３１日までに、自己

資金で水洗化などの工事を完了す

る場合に利用できます。 

▼補助金額

①水洗トイレ改造工事…２万３，０００

　円

②排水整備工事…１万円

③①＋②の工事…３万３，０００円

　平成２２年３月３１日までに、水洗

化などの工事を完了する場合、無

利子で融資を利用できます。

▼融資あっせん限度額

①水洗トイレ改造工事…トイレ１

　基につき３８万円以内

②排水設備工事…２１万円以内

③①＋②の工事…５９万円以内

平成１９年３月３１日供用開始
区域

供用開始済区域

凡　　　例

公共下水道を利用できる区域が広がりました

◎融資あっせん制度

◎補助金制度



情報あらかると

　

市
は
、
広
報
の
ぼ
り
べ
つ
で
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
声
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
感
じ
た
こ
と
や
、

ま
ち
を
良
く
す
る
た
め
の
提
案
、
楽
し
か

っ
た
こ
と
、
悲
し
か
っ
た
こ
と
、
市
へ
の

疑
問
・
意
見
・
要
望
、
広
報
の
ぼ
り
べ
つ

を
読
ん
で
の
感
想
な
ど
を
、
情
報
推
進
グ

ル
ー
プ
へ
電
話
や
は
が
き
、
封
書
、
フ
ァ

ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

紙
面
上
で
匿
名
を
希
望
さ
れ
る
方
も
、

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
個
人
や
団
体
へ
の
中
傷
、
営
利

を
目
的
と
し
た
お
話
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

情
報
推
進
Ｇ
（
〒　
 ０５９
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０
１　

中
央
町
６
丁
目　
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�

１１

　

○８５
 

６
５
８
６
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１
１
０
８
・
Ｅ
メ
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ル

広
報
の
ぼ
り
べ
つ

 
『
ち
ょ
っ
と
ひ
と
こ
と
』の
コ
ー
ナ
ー

　

に
皆
さ
ん
の
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　
pr@
city.noboribetsu.hokkai

　
do.jp）
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　ゴールデンウイークといえば、スペシャルウイー
ク。今年はさらにパワーアップして『春んるん♪コ
ーザンまつり』にリニューアルしました。
　自然ともっと仲良くなれたり、森の中でもっと遊
べたり、春らしい遊びをたくさん用意して皆さんの
お越しをお待ちしています。
　春のはじまりは、森にでかけるぞぉ！！

▼月日　５月３日（木）～６日（日）

▼場所　ふぉれすと鉱山

▼プログラム

���������

　ふぉれすと鉱山の木工室がクラフト工房へ変身。
　木のパズルや、名札などのクラフト作りを楽しみ
　ませんか。ひげ工房の皆さんがいろいろと教えて
　くれます。

������

　コーザンネイチャーガイド（ ＫｏＮ Ｇ）が皆さんを
コング

　森の中へご案内します。
　自然案内ツアーや春探しピクニックなど、子ども
　から大人まで楽しめるプログラムです。

※このほかにもコーザン食堂（そば・うどんの販
　売）やたき火スペース、プロ技コーナーも予定し
　ています。
※プログラムにより実費がかかる場合があります。
※時間やプログラムなどの詳細はホームページをご
　覧いただくか、お問い合わせください。

�������	
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　ふぉれすと鉱山のグラウンドにある手作りログハ
　ウスが森の喫茶店に変身。期間限定のオープンで
　す。周辺には小川が流れたり、木のブランコがあ
　ったり、たくさん遊べるプレーパークもあります。

　小さな子どもから大人まで、いろんな人が集まっ
て、木に触れたり、森や自然の中で遊んだりするイ
ベントです。木の大型遊具がたくさんあります。

▼月日　５月１８日（金）～２０日（日）

▼場所　ふぉれすと鉱山

※時間やプログラムなどの詳細はホームページをご
　覧いただくか、お問い合わせください。

問い合わせ　　ＮＰＯ法人モモンガくらぶ ふぉれすと鉱山内�○８５ ２５６９
ホームページhttp://npo-momonga.org/

��

『
▼
申
し
込
み
』

『
▼
問
い
合
わ
せ
』
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す
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　４日から６日まで、毎朝６時から早朝バードウォ
　ッチングを開催します。
　夜には、楽しく学ぶ野鳥教室もあります。

いつでも遊べる！だれでも遊べる！
『春んるん♪コーザンまつり』開催

木と森のあそび場開催
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市立図書館
� ○８５  4 3 2 4

��

・巨船ベラス・レトラス
 筒  井 　 康  隆 　著
つつ い やす たか

◇吉原手引草　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 松  井  今  朝  子 　著
まつ い け さ こ

◇茶箱のなかの宝もの　　　　　　　　　　　 鶴  田 　　　　 静 　著
つる た しずか

◇小学五年生　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 重  松 　　　　 清 　著
しげ まつ きよし

◇東京アンダーナイト　　　　　　　　　　　 山  本  信  太  郎 　著
やま もと しん た ろう

◇なわとび千夜一夜　　　　　　　　　　　　　 林 　　 真  理  子 　著
はやし ま り こ

◇借りまくる人々　　　 ジェイムズ・Ｄ・スカーロック　著
◇回転木馬　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 柴  田 よしき　著

しば た

◇孤独なき地　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 香  納 　　 諒一 　著
か のう りょういち

※図書館では、毎月購入している本の全リストを
　差し上げています。ご利用ください。

�������������
火～金曜日（祝日を除く）１０：００～１６：００

※お申し込みは、市内に居住する方が対象です。

●電子オルガン●ワープロ●パソコン用プリンター●スキー板（150㌢、

160㌢、165㌢）●スキー靴（22.5㌢、24.5㌢、25.5㌢、26㌢）●ホッケ

ー用スケート靴（22.5㌢、23㌢）●自転車（26インチ ）●三輪車（3～5歳

用）●ピアノ●水槽（幅60×奥行30×高さ36㌢）●木製ハイベッド●学

習机●小学生用学習机●石油ストーブ（角型）●まきストーブ●電気ポ

ット(3㍑）●日本人形（八重垣姫）●ヨガマット●チャイルドシート（3、

4・5歳用）●食卓テーブル（7カ月～1歳６カ月児用）●卓上ビリヤード

台（50×90×10㌢）●編み機（ゴム編み機付き）●ベビーベッド

�������	
�	��
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　出版不況、文学の衰退…。こ
の船のさだめは、海の底へ導か
れているのか。おお、われわれ
はどこへ向かっているのか…。
「大いなる助走」から３０年。鬼
才が現代日本文学の状況を鋭く
衝く、せんりつの問題作。

・蹴る群れ
 木  村 　 元  彦 　著
き むら ゆき ひこ

　独裁者、戦争…。これらの言
葉はフットボーラーたちの人生
にもさまざまな光と影を投げか
ける。時代にあらがい闘うサッ
カー選手たちを描いたルポルタ
ージュ。

●ノートパソコン●ワープロ●ライティングデスク（子ども用）●スケ

ート靴（19㌢）●三本糸ロックミシン●ＣＤ・ラジオデッキ（音声多

重）●まきストーブ●鋳物まきストーブ●二段ベッド●小学生用剣道防

具（面・胴着・こて）●自転車（婦人用・かご付）

お申し込み・お問い合わせは
登別消費者協会（�○８５ ８３０７）

このほかに新しく入った本

中
央
町
６
　
11
 

情報推進グループ 

658685

110885FAX
Ｅメール：ｐｒ＠city.
noboribetsu.hokkaido.jp

　楽しかったこと、 
悲しかったこと、市
への疑問や意見・要
望などを情報推進グ
ループへ電話やはが
き、封書、ファク
ス、電子メールでお
寄せください。な
お、個人や団体への
中傷、営利を目的と
したお話はご遠慮く
ださい。 

　

義
母
の
家
に
時
々
出
か
け
介
助
を
し
て

い
ま
す
。
わ
た
し
の
家
で
は
感
じ
た
こ
と

が
な
い
の
で
す
が
、
義
母
の
家
で
は
水
圧

が
弱
く
て
困
っ
て
い
ま
す
。
入
浴
で
シ
ャ

ワ
ー
を
浴
び
る
と
き
の
水
圧
が
弱
い
し
、

洗
濯
の
す
す
ぎ
も
十
分
に
で
き
ま
せ
ん
。

　

市
内
の
水
洗
化
が
進
み
、
と
て
も
生
活

が
衛
生
的
に
な
っ
た
こ
と
は
、
あ
り
が
た

く
思
い
ま
す
。
で
も
、
も
し
火
災
が
起
き

た
と
思
う
と
と
て
も
不
安
で
す
。
７
月
か

ら
の
水
道
料
金
の
値
上
げ
も
あ
り
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
調
べ
て
い
た
だ
き
早
い
対
応

を
お
願
い
し
ま
す
。　

（
栄
町
の
住
民
）

　

市
は
、
老
朽
化
し
た
浄
水
場
や
ポ
ン
プ

場
の
整
備
、
配
水
管
の
交
換
な
ど
、
市
民

の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
安

全
な
水
の
供
給
に
努
め
て
い
る
ほ
か
、
水

質
に
つ
い
て
も
年
に
１
度　

項
目
の
検
査

50

を
行
い
、
そ
の
結
果
を
広
報
紙
や
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
た
び
は
、
水
圧
が
弱
い
と
い
う
こ

と
で
す
が
、
市
内
の
水
道
の
水
圧
は
、
特

に
支
障
と
な
る
ほ
ど
の
低
水
圧
の
地
域
は

無
い
も
の
と
と
ら
え
て
い
ま
す
。
水
圧
が

低
い
原
因
と
し
て
、
給
水
管
の
供
用
に
よ

る
水
量
不
足
や
漏
水
な
ど
個
人
所
有
の
給

水
装
置
の
不
具
合
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

投
稿
さ
れ
ま
し
た
方
に
は
、
大
変
申
し

訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
水
道
グ
ル
ー
プ
に
直

接
ご
連
絡
（
�
○８５
 

５
５
１
０
）
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

春
は
、
ラ
ン
ド
セ
ル
に
交
通
安
全
の
黄

色
い
カ
バ
ー
を
付
け
た
新
１
年
生
が
、
住

宅
街
の
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
現
れ
る
。
希

望
を
胸
に
膨
ら
ま
せ
、
友
だ
ち
同
士
で
笑

顔
の
登
校
だ
。
「
学
校
で
何
し
て
遊
ぼ
う

か
」
な
ど
と
お
し
ゃ
べ
り
を
し
て
い
る
の

か
な
？
休
み
の
日
に
は
、
自
転
車
で
走
る

子
ど
も
も
い
る
。
見
通
し
の
悪
い
交
差
点

の
一
時
停
止
で
、
ラ
イ
ン
を
超
え
て
止
ま

ろ
う
と
す
る
と
、
目
の
前
を
自
転
車
で
さ

っ
と
走
り
去
り
、
思
わ
ず
ヒ
ヤ
ッ
と
し
た

こ
と
が
あ
る
。

　

少
子
化
の
時
代
、
子
ど
も
た
ち
は
日
本

の
宝
だ
。
何
と
し
て
も
こ
の
子
ど
も
た
ち

を
事
故
に
遭
う
せ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

明
日
か
ら
心
を
引
き
締
め
て
運
転
し
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　

（
富
岸
町
の
運
転
手
）

水
道
の
水
圧
が
弱
く
て

困
っ
て
い
ま
す

交
通
安
全
を
心
に
誓
う

情報あらかると

回
答
し
ま
す
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　水族館と科学館では、５月３日　か
ら６日　までお祭りを開催。水族館で
は、漁港で水揚げされた新鮮なホタテ
やタコの炭火焼き（５日まで）のほか、
１回１００円で縁日が楽しめます。ペン
ギンたちも１１時と１５時に館内をお散歩
するよ。
　科学館では、ガラスアートや浮沈子
づくりなど、不思議が楽しい実験・工
作メニューが盛りだくさん。さあ、み
んな室蘭に遊びにおいでよ。

▼問い合わせ　室蘭水族館（�○２７ １６
　３８）青少年科学館（�○２２ １０５８

��� ��� ���

『’ 07白老牛肉まつり』 に
お越しください

人のうごき（平成19年3月末日現在）／人口53,507（－200）　世帯24,686（－54）（　）は前月比　 この広報紙は再生紙を使用しています。
発行・編集／登別市総務部情報推進グループ　〒 059 － 8701 　北海道登別市中央町 6 － 11　�014 3 �８５  6586　� 0143 �８５  1108
ホームページ ： http://www.city.noboribetsu.hokkaido.jp  Ｅメール ： pr@city.noboribetsu.hokkaido.jp

安くて楽しい水族館と科学館で
いっぱい遊んじゃおう

登別出身の画家 白  田  祥  章 さんの
しら た よし のり

個展を開催します。

　白田さんは東京芸術大学在学中の２６
歳で、今回の個展は現在の作品はもち
ろんのこと、子どもの頃から１０代後半
にかけて描いた絵の展示もします。ぜ
ひご鑑賞ください。▲

展示期間　５月３日　～11日　▲

時間　１１時～１９時▲

場所　伊達信用金庫コスモスホール
　（伊達市梅本町３９－１）▲

テーマ　なじまないもの▲

問い合わせ　だて噴火湾アートビレ
　ッジ実行委員会事務局（噴火湾文化
　研究所内�０１４２○２１ ５０５０）

　北海道有数の黒毛和種の産地として
定着した白老町。ぜひこの機会に皆さ
んお誘い合わせの上、おいしい白老牛
をご賞味ください。

▼日時　６月２日　　１０時～１７時、３
　日　　９時３０分～１６時

▼場所　白老インター前広場

▼内容　白老牛焼肉（前売り１,３００円、
　当日１,５００円）、白老牛の丸焼き、
　インディアン焼き、牧草投げ大会、
　ステージイベントなど

▼問い合わせ　’ 07白老牛肉まつり実
　行委員会（�０１４４○８２ ２２６６）

 （土） 

 （日） 

 （金） 

問い合わせ
登別観光協会（�○８４ 3311）

 （日） 

 （木） 

 （木） 
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▲地獄の谷の鬼花火

▲鬼火の路、幻想と神秘の谷
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